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 平成24年 4 月　

平成24年度大阪大学澪電会総会・懇親会ご案内

 澪電会会長　吉野　勝美

拝啓　陽春の候　会員の皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
　さて、平成24年度澪電会総会ならびに懇親会を下記の通り開催いたします。昨年は120名近くの卒業生や先
生方が出席され、大盛況でした。母校の先生方を交えて、先輩、後輩、同期生の方々が一堂に会して旧交を温
めつつ、情報交換を行う絶好の機会でございます。また、総会・懇親会にあわせて日頃ご無沙汰の同期会を企
画されるのもよろしいかと存じます。
　昨年同様、本年も講演会を企画いたしました。最新の話題についてご講演いただく予定ですので、皆様お誘
いあわせの上、多数ご参加下さますようご案内申し上げます。
 敬　具

記

日　時： 平成24年 6 月 1 日（金） 17：00～21：00

会　場： 新阪急ホテル（大阪府大阪市北区芝田1-1-35、TEL：06-6372-5101）
 講演会・総会「花の間」、懇親会「紫の間」

次　第：  1 ．講演会 17：00～18：30

 　　「雷に魅せられて」
 　　　　大阪大学大学院工学研究科電気電子情報工学専攻　教授　河崎善一郎　先生
 　　「情報スーパーハイウェイへの坂道」
 　　　　大阪大学大学院情報科学研究科情報ネットワーク学専攻　教授　村上孝三　先生
  2 ．総　会 18：30～19：00

  3 ．懇親会 19：00～21：00

会　費： 学部卒業平成15年度以降の方　　　　 7,000円
 学部卒業平成14年度以前の方　　　　10,000円
 会費は当日申し受けます。懇親会のみのご参加も歓迎いたします。

準備の都合上、出欠のご返事を同封のはがきにて、来る 5 月18日（金）までにお知らせください。

表紙について

　表紙の“澪電”は、熊谷信昭大阪大学元総長（通信・昭和28年旧制）の揮毫によるものです。
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　ここ数年の我々を取り巻く状況は極めて厳しいと云
わざるを得ない。こんな時こそ過去を振り返り、あら
ためて誇りと、自信、勇気を持って臨み、すべからく
前向きに諸問題を解決し新たなステップを踏み出す必
要がある。
　バブル崩壊、続くリーマンショック以来長い間厳し
い状況下にあった日本は、昨年 3 月11日の東北地方太
平洋沖地震、巨大津波による東日本大震災、それが引
き金になって発生した東京電力福島第一原子力発電所
の深刻な重大事故によって生産拠点への大打撃、サプ
ライチェーンの崩壊などの事態が一挙に発生したため
決定的な大打撃を受け、さらにその後の政府のリー
ダーシップ欠如もあって超円高、企業の海外シフトに
よる国内産業の空洞化が加速し我国は大変な状況にあ
る。我々が関与する電気通信電子情報産業分野も深刻
であり、この分野の学問、教育、産業に関わった我々
はさらに大きな寄与をする必要がある。
　福島原発の深刻な事故以来、一挙に原子力発電を敵
視するか如きの政策転換をもたらし、全原子力発電所
停止、廃止を即時に行い太陽電池、風力発電をはじめ
再生エネルギーを利用する発電への至急の転換が唯一
の道として当然視する世論の流れとなっている。多少
の知識があればこの転換が即時に可能ではなく、相当
の期間が必要であることは自明であり、その間のエネ
ルギーをどうまかなうかについては十分に検討、対策
すべきである。安全、確実でしかも日本の社会の安
定、繁栄を保ちつつ転換を進める現実的なエネルギー
政策が求められるところである。もちろん原発事故の
再発は断じてあってはならい。
　一方ではアジア諸国の技術の向上は著しく、日本の
優位性が危うくなり始め、日本の電気電子情報関連産
業が非常に難しい状況になりつつあり、連日企業の困
難な状況がマスコミ報道されている。さらに情報通信
分野において取り扱われる情報量が極めて膨大なもの
となり、一方ではスマートフォンなど新しい利用展開

が急速に多様化、普及することにより、即時対応に遅
れるなど様々な技術的トラブルが頻発しているのも事
実である。
　考えてみると戦後日本が生み出した優れた技術、製
品の世界シェアが100％近くから20％以下に落ち込む
までの期間がどんどん短くなっている。最初に半導体
デバイスなどは15年～20年で韓国、台湾、中国などに
追随され、液晶では10年余り、太陽電池にいたっては
数年でなってしまうほど競争は激烈である。ところが
競合するアジア諸国のデバイス、機器も、その要の材
料の多くが日本で生まれ送り出されていると云う現実
があるのである。
　従って、苦しい状況下でも材料関連企業などは比較
的よい状態にあるものもあり、新しい画期的な性能、
機能を有する材料を世界に先駆けて開発し、その最適
活用方法、新概念のソフト、システムを世界に先んじ
て講ずることで、日本が引き続き先導できる筈であ
る。電気電子情報関係の困難な状況は決して克服不可
能ではない。そもそも電気電子情報関係産業が日本の
牽引力になりえたのは若い優秀な人材がこの分野に集
中したこと、その人たちが猛烈な働きをしたことに
よっている。そのような人材を生み出す社会的背景、
教育レベルがあったのも事実である。ある意味で、社
会、教育界が今少し疲労していると云える。
　それにしても日本の大学はもちろん、小、中、高に
おける学力低下は著しい。この原因は長期的視点を欠
いた国の施策がもたらした戦後学校教育の失敗にもあ
る。ゆとり教育を典型的な例として教育内容のレベル
低下が、難しい課題を避けて通る傾向をもたらし、若
者の理系離れ、難しいと感じられる電気離れを引き起
こしてしまった。筆者の手元には戦前昭和16年電気工
学科を卒業した澪電会の大先輩の電気磁気学をはじめ
とするたくさんの講義ノートがある。その教育のレベ
ルは現在と比べても極めて高い。しかし、実際に教育
に携わった経験から言うと、現在でも阪大に入学して

会長ごあいさつ

澪電会会長　吉野　勝美

電気電子情報工学分野を取り巻く状況を前向きに考えよう
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くる学生さんのレベルは極めて高く、素晴らしい働き
をする力を十分に秘めていることを熟知している。自
らの能力と、背景に自信と誇りを持つことが絶対に必
要である。身近なところで云えば母校である大阪大学
の教育に当たられる教員職員諸氏はもちろん学生さん
自身も絶対の自信と誇りを持ち、最大限の努力をする
と云うことが必要であり、これにより大活躍の途が前
途にあるのである。我々澪電会のメンバーも様々な形
でそれらに協力、支援をしたいものである。
　我ら澪電会メンバーの日本の産業、社会の発展に対
するこれまでの寄与は極めて高く、さらに次に続く学
生諸子は非常に高い資質を持ち高い志を持っていると
確信している。今こそ、この澪電会のメンバーは、そ
の歴史と実績に絶対の自信と誇りを持ち、さらに研鑽
に励み、電気電子情報はもちろん、日本の産業、社会
を先導する中核となるべきである。
　昨今、日本には将来に対して強い希望も、強い意志
も持たず、そのための努力も回避する傾向があるよう
である。そんな世情であるので“舟は向こうの山見て
漕げ”と“熊ん蜂の羽根と蚤の曲芸”の話を強調する
ことにしている。前者は長期的視点がきわめて重要で
あると云うこと、後者は絶対の自信と誇りを持つべき
であると云うことを云った話である。
　筆者は現在島根県産業技術センターの所長として故
郷の産業振興、社会発展のために微力をささげてい
る。我々のセンターを考えてみても地方で、十分でな

い資力、限られた人口など大変なハンディキャップを
抱えているが、それでもかなりの成果を挙げていると
自認している。実は一昨年、島根県に皇太子殿下がい
らっしゃった折、我々のセンターのご案内を一時間余
りする機会があった。ご説明、ご案内の後、おっしゃっ
た。“ずいぶん良い成果を挙げておられますね。日頃
どんなお話をされていますか”それで即座にお答え
した。“熊ん蜂の羽と蚤の曲芸の話でございます”“ど
んなお話でしょうか”と云うご質問に答えた。“学会
で、熊ん蜂があの大きな図体でしかもあのか細い羽で
飛べるのが不思議と云う話があり、有名な大先生が理
論計算されたら絶対飛べる筈がないと云う結論だった
そうであります。それで代表が聞きにいったそうであ
ります”“どこに行ったのですか”“くまん蜂さんのとこ
ろへ行って尋ねたそうです”と申し上げると、殿下は
“くまん蜂さんはどう答えましたか”とおっしゃっ
たので、“熊ん蜂が、私が飛べると信じているからで
す”と答えたそうですと申し上げると、“すばらしい
お話ですね”と感心していただきました。
　電気、通信、電子、情報は社会を先導するものであ
り、必ず日本に再び豊かさをもたらすと確信してお
り、我々は充分な資質と力を持っていることを自覚
し、自信を持って全力を尽くしたいものであり、澪電
会もその一助となるよう寄与したいものと思ってい
る。
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多元素ナノ構造体の室温原子操作・組立

　量子電子デバイス工学部門・原子分子操作組立領域
を担当している森田です。
　私は、昭和50年に阪大・理・物理・川村研で博士課
程を修了して、その後、東北大通研・助手・助教授、
岩手大工電子・教授、広島大理物理・教授、広島大理
微晶研施設長・教授を経て、平成 8 年に阪大工学部電
子工学科の教授になりました。東北大では、交流ジョ
セフソン電流が超電導ギャップの 2 倍（4Ä0）で発散
するリーデル異常をCO2レーザー励起CWテラヘルツ
レーザーで調べる実験を行いました。当時は微細加工
は未発達だったので、広帯域テラヘルツ応答素子とし
て、試料表面に探針を接触させるブリッジ型点接触素
子を使用していました。我々は、表面を薄く酸化した
トンネル型点接触素子を開発し、さらに、様々な周波
数で強いレーザーパワーが出るようにレーザーも改良
して、超電導転移温度TCより十分低温でリーデル異
常の周波数依存性をブリッジ型だけでなくトンネル型
点接触素子でも測定することに世界で初めて成功しま
した。
　しかし、点接触の調節は差動ギアで行っており、接
触抵抗の制御性は不十分でした。その頃、走査型トン
ネル顕微鏡（STM）が発明され、pmの精度で距離制
御が出来ることに興味を持ち、STMの開発を始めま
した。その結果、昭和61年の第 1 回STM国際会議で
日本から発表した 3 グループに入りました。しかし、
すぐに、STM研究の中心は超高真空・清浄表面・極
低温になったので、経験・技術・知識・予算の無い
我々は、室温・空気中が中心だった原子間力顕微鏡
（AFM）の開発に移行しました。この頃、昭和61年
のAFM発明と平成 2 年の極低温でのSTM原子操作に
よる原子文字組立に刺激され、図のような、AFMに
よる原子観察・識別・操作・組立の夢を描き始めまし

た。しかし、小さなテコ先端原子と試料表面原子との
原子間力を測定して原子分解能を達成するのは非常に
困難で、結局、平成 7 年初めに 2 グループ（会社）が
Si（111）7x7の観測に成功しました。我々は約半年遅
れて平成 7 年にInP（110）へき開面で原子欠陥の移動
を観測し、世界で 3 番目にAFM原子観察の夢を実現
しました［1］。大学のグループでAFM原子分解能を実
現したのは世界初です。
　このAFM原子観察は、テコを数nmから数十nmの
大振幅で振って、試料表面との微弱な引力で、テコの
機械的共振周波数が変化する周波数シフトを測定する
ため、探針先端原子と試料表面原子間に原子間力が働
く数Åの近距離に近づくのは短時間で瞬間的相互作用
となる。そのため、このような大振幅でpmの探針－
試料間距離を精密制御する原子操作は不可能とされて
いたが、我々は、世界で最初にAFM原子操作に成功
した［2］だけでなく、室温で埋め込んだ異種原子が交
換する交換型水平原子操作現象も発見して、埋め込ん
だ異種原子で原子埋め込み文字の室温組立にも成功し
た［3］。さらに、原子で直接書き込める夢の原子ペン
を、室温で試料表面原子との交換もできる、夢にも見
なかった革新的単原子ペンとして実現した［4］。
　元素識別は、原子の質量や、内殻電子エネルギーを
利用するのが常識で、化学結合に関与する価電子では
元素識別は不可能とされていた。我々は、①共有結合
力（の最大値）は化学配位効果の影響を受けない、②
共有結合力の比は探針の影響を受けない、③共有結
合力は元素に依存することを実験や理論計算で発見
して、AFMで（価電子による）共有結合力（の最大
値）の比を測定する、室温で使える非破壊な革新的元
素識別方法を発見した［5］。
　以上のように、阪大に来た16年間で、図のように、
AFMによる原子観察・識別・操作・組立の夢を実現
した。AFMの発明や原子分解能の達成では出遅れた
が、室温非破壊元素識別法開発、室温交換型水平原子
操作現象発見、革新的単原子ペン開発、室温原子埋め
込み文字構築などは、超高性能・超高分解能AFMの
歴史に残るトピックスを網羅している。その機能は異
なるが、高性能AFMは、高性能STMに追いついて追
い越したと明言できる。

講演会からの話題

大阪大学大学院工学研究科
電気電子情報工学専攻

教授
森　田　清　三
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【図の説明】室温で、個々の原子を、観察して、元素識別して、選んだ原子をデザインした位置に原子操作して、
多元素ナノ構造体（原子埋め込み文字）を組み立てる
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巨大科学に警戒しよう
―宇宙太陽光発電の例

 私がまだベル研究所に在職当時の1980年頃にNASA

の関係者達が宇宙での太陽光発電の構想を持ち出し
た。彼らによれば、地上での太陽光発電は天候の悪い
ときや、夜間には働かないから四六時中太陽光線を受
けることが出来る宇宙で発電し、そのエネルギーをマ
イクロ波に変換して地上に送ることによりこの問題が
解消され効率の良い発電が可能になるというもので
あった。我々関係者達は直ちにその考えが無意味であ
る事を指摘し、この構想は間もなく破棄された。この
考えが無意味であるのはこうである。先ず夜昼の問題
と天候の問題を考慮しても宇宙での発電は地上の 3 倍
程度の効率アップにしかならないこと、次に地上に安
全に送信出来るマイクロ波の電力はNASAの試算で
もせいぜい 1 平方メートルあたり100ワット以下に制
限されなければならないこと（実際発電衛星の姿勢制
御が故障したりする事故を想定するともっと低く抑え
る必要があるだろう）、さらに建設コストが地上での
同規模の発電所の10倍以上になることである。周知の
通り、日本の緯度での太陽光の電力は日中 1 平方メー
トル当りほぼ 1 キロワットある。故に、コストを度外
視しても、わざわざ宇宙でこれを10分の 1 に薄めて

送って何のメリットがあるかという事になる。
 1991年に日本に帰ってみると、驚いたことに、極
めて悪評の高い一科学者が、NASAがとっくの昔に
引っ込めたこの構想を持ち出し、当時の通産省がこれ
に乗って来て日本での宇宙太陽光発電プロジェクトを
立ち上げようとしているではないか。その後、機会あ
るごとに私はこのプロジェクトの無意味さと官僚によ
る科学の悪用を訴えて来た。がしかし、現在JAXA

が巨大プロジェクトとしてスタートしようとしてい
る。NASAが言い出した当時に比べると太陽光発電
の効率は既に 3 倍になっている。この結果、宇宙での
高効率化は既に意味を失っている。このプロジェクト
の通産省の当初予算は 2 兆 5 千億円の巨額にのぼる。
実際の経費はこれを大きく上回るだろう。納税者一人
当たりにすると約 5 万円につく。これだけの金額をか
けると関西空港があと 3 カ所つくれ、リニア新幹線が
ほぼ半分仕上がる。このプロジェクトがもたらす科学
的メリットは皆無である。このプロジェクトが100％
成功しても、国民が得るものは、現在の10倍の電気料
金と、マイクロ波による健康傷害だけである。従って
このプロジェクトは莫大な血税をドブに捨てるに等し
い。科学的にも経済的にも全く無意味なプロジェクト
に国民の血税が使われようとしているのに反対の声が
聞こえてこないのは「科学研究」と云う名の下にこれ
が進められているからである。このプロジェクトで利
益を得るのは血税の無駄使いにまったく無神経な悪徳
科学者達と天下り先が確保出来る高級官僚だけであ
る。会員の皆様も、この事実に目を向け、反対の声を
上げていただきたい。
　最後にこの意見は良識ある科学者を代表する長谷川
本人のものであり、澪電会の総意ではない事を断って
おく。

話　　　題

長 谷 川　　晃
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関西はブロードバンド先進国

　光ファイバーによるブロードバンドサービスの関西
での普及率は、昨年 9 月の時点で46％に達し、全国平
均より 5 ％高い日本で一番普及が進んでいる地域に
なっている。そして日本で一番光の普及している都道
府県は滋賀県。近畿 2 府 4 県の内、和歌山県を除きす
べて普及率10位以内に入っている。ちなみに、東京は
全国 2 位だ。
　関西では全国一と言われるほどに競争が激しく、そ
の結果、90％以上の世帯でフレッツ光とeo光のどちら
を選択しても、申し込めばいつでも光のサービスを受
けられるまでネットワークの整備が進んだ。光ネット
ワークはいまや社会インフラとして位置づけても良
い。
　世界的にはほとんどの国がADSL（メタル線）や
CATV（同軸線）が主流であるが、日本はすでに光
ファイバーが主流になっている超高速ブロードバンド
先進国である。

　ただ、残念なことに日本では本当の意味で超高速ブ
ロードバンドを生かした使い方がまだまだ進んでいな
い。今後の少子高齢化社会にむけてより便利で簡単な
使い方、生活を豊かで安心できるものにする使い方を
もっと出していくことが必要である。
　一方、携帯電話は生活に完全に溶け込み、スマート
フォンへのシフトが着実に進んでいる。一部には携帯
がLTEなどの次世代に進化すれば、光などの有線系
は隅に追いやられるという意見もあるが、携帯には電
波帯域の制約という根本問題があり、どんなに技術が
進んでもこの問題は付きまとうと考えている。すでに
電波が混み合って携帯のレスポンスが悪くなるという
現象が首都圏でとくに顕著になっている。このような
場合、Wi-Fiを活用して光にトラフィックをオフロー
ドする対策が有効である。ところが、渋谷周辺など首
都圏のターミナルでは有力な対策手段であるはずの
Wi-Fi網がすでに混み合っているという。通信各社が
無秩序にWi-Fiスポットを増やしていった結果がこの
ような状態を招いたのかもしれない。
　大阪の地下鉄では限られた閉空間ということも有
り、通信各社が協力してWi-Fi網を駅構内に整備する
計画を進めている。このように首都圏の轍を踏まない
よう各事業者が協力して計画的に整備を進める体制を
作っていく必要があるのではないか。そして、有線、
無線のそれぞれの良いところを組み合わせた理想的な
サービスを組み立てていくことが求められている。

話　　　題

㈱ケイ・オプティコム
藤　野　隆　雄
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森田清三教授　最終講義

　電気電子情報工学専攻教授・森田清三先生は、平成
24年 3 月31日をもって定年退職されることとなりまし
た。ご退職にあたり、平成24年 2 月 9 日（木）午後 3 

時より、大阪大学工学研究科メモリアルホールにて、
最終講義が行われました。当日は、工学研究科の教職
員、学生はもとより、学外の多くのゆかりのある方々
が聴講に来られ、講義が行われました。八木哲也教授
（電気電子情報工学専攻）司会のもと、講義に先立っ
て、森田先生のご略歴が紹介されました。「原子を観
て、識別して、動かして組み立てる―ライフワークを
探し求めて30年―」と題された講義では、東北大学、
岩手大学、広島大学、大阪大学と移動しながらの37年
間の研究生活について話されました。その中で、大阪
大学での16年間の研究において、先生のライフワーク
である「原子を観て、識別して、動かして組み立て
る」研究が完成するまでを中心に紹介されました。大
阪大学でのご研究のきっかけとなったのは、30年前の
東北大学での「超伝導点接触素子を用いた交流ジョセ
フソン電流のテラヘルツ帯周波数依存性の研究」で
あったということでした。点接触抵抗の精密制御を目
的として、走査型トンネル顕微鏡（STM）の研究を
始めたが、原子間力顕微鏡（AFM）の発明やSTMに
よる極低温原子操作による世界初の原子文字組立に刺
激され、「原子の世界」に研究分野をシフトされてき
ました。そして、AFMによる力学的原子観察、共有
結合力による室温非破壊元素識別、室温での交換型水
平原子操作による原子埋め込み文字の組立、室温交換
型の夢の単原子ペン（交換型垂直原子操作）による原
子埋め込み文字の直接書き込みなどのマイルストーン
を達成されました。最後に、「新しい道具は、新しい
世界を切り拓く」「原子と対話する」などのナノ研究
の指針と「究めて極める」「競争無き所に進歩無し」
などの人生観を紹介して、最終講義を終えられまし
た。講義終了後、先生の御活躍に感謝の意を込め事務
員の西村真澄さんから花束が贈呈されました。その
後、千里阪急ホテル仙寿の間において、森田清三先生
　紫綬褒章受章＆退職記念行事が開催されました。多
くの方々に囲まれ、賑やかなご歓談が続きました。
 （阿部真之（電子・博平11）記）

電気系建屋改修の完了について

　建物の老朽化のため平成21年 9 月より行われて参り
ました電気系建屋の改修工事も本年 3 月末をもちまし
て完了いたしました。E1棟の改修から始まり、E6-E

棟の新築、E2棟・E5棟の改修を経て、E3棟の改修が
最後となりました（なお、E4棟については改修され
ない予定です）。新築のE6-E棟を除いて、工事はこれ
までの筐体を活かして耐震補強する方法で行われまし
たが、建物は内装、外装ともに一新され、教員も学生
も気分を新たにしております。改修工事に伴い各研究
室は引越を一回ないし二回行わなければならず、特に
精密機器や大型装置を所有している研究室は大変でし
たが、生まれ変わった建屋の住み心地の良さにその苦
労も忘れてしまったようです。ぜひOBの皆様にも生
まれ変わった電気系建屋の研究室をご訪問いただきた
いと思います。
 （三浦友史（電気系教員）記）

母校のニュース

新しくなった電気系建屋（手前：E3棟、奥：E2棟）
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電気電子情報工学専攻
量子電子デバイス工学部門
エレクトロニクスデバイス講座
有機エレクトロニクスデバイス領域

教授　大森　　裕

　電気電子情報工学専攻量子電子デバイス工学部門エレクトロニクスデバイス講
座有機エレクトロニクスデバイス領域は、2011年 4 月に新たに電気電子情報工学
専攻に発足した研究室です。2000年 4 月に先端科学技術共同研究センター（2004

年 4 月からは先端科学イノベーションセンターに改組）に先端科学技術インキュ
ベーション部門が組織され、電子材料・システム系分野として新たに研究室が発
足しました。研究室が発足した2000年 4 月から協力講座として電気電子情報工学
専攻の学生、院生を受け入れ、講義を担当させていただいています。スタッフは
大森裕教授と梶井博武助教の 2 名で2000年 4 月から同じ体制をとり、今に至って
います。2011年 3 月に大学の方針で、先端科学イノベーションセンターが発展的
解消したことにより、センターの一部は産学連携本部に、また、研究を主体に活
動していた先端科学技術インキュベーション部門の 5 分野（研究室）はそれぞれ
の構成員が元所属していた部局の工学研究科、医学研究科、接合科学研究所の所
属となり、電子材料・システム系分野は電気電子情報工学専攻の所属となりまし
た。
　次世代型の電子システムを構築することを目標として研究を行っています。従
来の電子材料を用いたデバイスでは限界があると考え、有機材料と無機材料の利
点を生かした有機－無機ハイブリッド材料による、高機能な新電子材を開拓し、
分子・原子レベルで動作する高密度で高集積化されたデバイスを実現し、次世代
の新電子システムを構築することを研究目標としています。
　当研究室では「有機－無機ハイブリッド新機能材料の創製と新機能デバイス・
システムの構築」を研究課題として、環境負荷の少ない電子材料を用いて電子シ
ステム分野と融合した形態による、新機能電子・光デバイスの開発を行ない、新
電子システムを構築することを目的として研究を進めています。
　具体的な研究テーマとして
○　有機材料によるフレキシブル電子・光集積デバイスに関する研究開発
○　有機電子デバイスの物性評価とデバイス物理
○　有機ELディスプレイ、有機トランジスタに関する研究
○　プリンタブル有機電子デバイスの研究開発
などの研究を行っています。
　微力ながら、澪電会の発展に貢献できれば幸いと考えます。会員の皆様におか
れましては、今後ともご指導、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

新研究室紹介
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　本領域は、レーザーエネルギー学研究センターのレーザー核融合学研究部門に
設置されており、先進電磁プラズマコースの協力講座として、電気電子システム
工学部門の学生の指導を行なっている。高強度レーザーによって生成される高密
度プラズマの学理ならびに応用を実験的に開拓することを目指し、そのために必
要となる、高繰り返し高出力レーザー、レーザー照射ターゲット、プラズマ診断
技術などの工学的基盤技術の開発を推進している。領域の構成メンバーは、私、
中井と、レーザーの専門家　河仲準二　准教授、核反応計測の専門家　有川安信
助教である。
　慣性核融合の炉システムの工学的研究はもとより、次世代極短パルス・超高強
度レーザーの開発及びこれを用いた相対論的プラズマ物理並びに超高強度場科学
の探求を目指し、以下の具体的課題と取り組んでいる。
⑴　高密度プラズマとレーザーの相対論的相互作用に関する実験的研究
　現在、レーザーエネルギー学研究センターでは、高速点火核融合研究のため
に開発されたLFEXと呼ばれる世界最高強度を誇る大型レーザー装置が稼働を始
め、種々の照射実験に供せられようとしている。これまでに無い高い照射強度で
のレーザーと高密度ターゲットの相互作用は、新たな実験領域を拓く。超高強度
のレーザーによって生成されたプラズマ中では、高強度のレーザーによって加速
された電子は、深に相対論的な領域に入り、基礎学術の面では、①物理学の普遍
的問題である超高強度場と物質との非線形な相互作用の実験場に、応用面では、
②ポジトロントモグラフィ（PET）や陽子線治療、中性子捕捉療法等の新しい
放射線療法に必要な、コンパクトで高効率な放射線源を提供するものとなる。現
在、国内外のプラズマ研究者、核物理研究者と協力して、電子・陽電子プラズマ
生成や、光核反応などの高エネルギーX線応用研究を進めている。
⑵　高繰り返し高出力レーザー開発
　これまで高出力レーザーと言えばガラスレーザーであり、数時間に 1 ショット
しか打てなかった。基礎物理研究をやるにはこれでよかったかもしれないが、実
用化段階が迫りつつある現在においては、例えば、核融合炉や産業応用には全く
役に立たない。研究分野においても高い繰り返し動作が高い測定精度を与えて従
来にない知見を得ることができるのは放射光をみれば一目瞭然である。現在、
レーザーは様々な波長域で様々なパルス幅へと広がりを見せつつある。これは、
高出力レーザーと物質との非線形効果を利用していることが多い。高繰り返し高
出力レーザーはあらゆるレーザーの基本技術であり、強いては研究や産業活動の
根幹をなすものである。この実現のため、セラミクスなどの新しい固体レーザー
材料や分散制御ファイバーレーザーなどの要素技術を独自開発している。
⑶　極短パルス・超高強度レーザーの先駆的研究
　レーザーの短パルス化は極めて小出力ながらアト秒（10‒18秒）領域に達してい
る。これにより原子の衝突や原子中の電子の動きなど従来見られなかった様子を
見ることができるようになった。もう一つの短パルス化の利点は同一エネルギー
であればピーク出力を高くできる点である。これにより高い電界強度が得られ相
対論科学はもとよりQEDの実証まで考えられるようになりつつある。これら高
強度場科学を実現するのが極短パルス超高強度レーザーである。極短パルス光の
発生、広帯域増幅法、波長分散制御法などの先駆的研究を通してシステム化を進

新研究室紹介

電気電子情報工学専攻
電気電子システム工学部門
レーザーエネルギー学講座

 （協力講座）　
高密度プラズマ物理研究領域

教授　中井　光男
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めている。
⑷　先進的燃料ターゲットの開発
　レーザー核融合においては、固体の重水素・三重水素のターゲットが不可欠で
あるが、高利得の核融合実現のためには、質の高い（空間対称性と表面精度の高
い）ターゲットを必要とする。そのため、本領域では、レーザーエネルギー学研
究センターのターゲット開発グループならびに核融合科学研究所の低温ングルー
プと共同で、核融合用極低温ターゲットの開発を行なっている。極低温での水素
や燃料容器の物性を調べ、燃料充填技術の確立を目指す。また、DT反応による
プラズマ計測を目的とした、常温ターゲットの三重水素化や、核偏極の可能性も
視野にいれた新しいターゲットの開発を行なっている。
⑸　核反応粒子計測を中心としたプラズマ診断技術の開発
　核融合研究においては、核融合反応生成中性子や高エネルギー粒子の測定が手
法の性能を評価するためのもっとも有効な手段となる。高速点火の様な新たな実
験手法では、それに即した、検出器の開発が必要であり、新たに開発された計測
手法が、また、新たな実験提案を生み出す。例えば、我々が共同研究で開発し
た、高濃度のリチウム装荷ガラスシンチレーターは、低エネルギーの中性子検出
に極めて有効であり、現在、米国の研究者と、低エネルギーでの中性子捕獲反応
断面積の測定に応用する検討を進めている。
　以上の様に、本領域では、レーザーエネルギー学研究センターの理論・シミュ
レーショングループの支援を受けながら、高強度レーザーとその照射実験に不可
欠の工学技術を開発することによって、新たな物理実験領域に於ける学術的課題
を明らかにしていく。
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　情報科学研究科、バイオ情報工学専攻、人間情報工学講座を前田太郎教授と担
当しております准教授の安藤英由樹（あんどうひでゆき）と申します。2008年 4 

月の着任以前はNTTコミュニケーション科学基礎研究所で五感情報通信に関す
る研究を行なっておりましたが着任後においては、更に基礎・応用の両側面より
人間の情報処理メカニズムの解明とこれを利用した、新たなインタフェースの提
案・実現を展開して参りました。特に、ヒトの感覚－知覚－運動プロセスのなか
で錯覚現象を巧みに利用することで、ほとんど注意を向けなくとも体が勝手に誘
導される手法や、そこには何も無いのになにか存在しているように感じさせる手
法を提案し、これを実現する錯覚利用インタフェースを実現してきました。この
ような、研究課題の遂行にあたり、やる気のある学生達とともにゼミ・学会活動
を通して、研究活動を推進しており、充実した毎日を送っております。また、本
年は、情報科学研究科主催とする阪大総合博物館第14回企画展の催しに際し、監
修を仰せつかりまして、展示を通じた研究成果の公開にも力を注ぎました。それ
に伴い、様々な分野でご活躍の皆様や学生との交流などを通じて、広い視点を
もった研究活動に打ち込めていることに幸せを感じております。今後も研究領域
や学会内のみにとどまらず、自分の研究成果の出口として「いきがい」など生活
の質を向上に関わる分野に貢献できる研究応用を進めていきたいと考えておりま
す。その際には、皆様よりさらなるご意見や助言を頂きたく思いますので、どう
かよろしくお願い申し上げます。

教員紹介

情報科学研究科
バイオ情報工学専攻
人間情報工学講座

准教授　安藤英由樹

　電気電子システム工学部門、システム・制御工学講座、パワーシステム領域
（舟木研究室）に所属しております杉原英治（すぎはらひではる）と申します。
専門分野としては、電力系統やエネルギーシステムに関する研究を行っており、
最近では、需要家サイドの設備として二次電池や太陽光発電の増加に向けた電力
系統の高度化や、情報通信技術を活用した需要家サイドのエネルギーマネジメン
トに関心を持って研究活動を進めております。東日本大震災以降、非常に関心が
高まっている分野と感じておりますが、学術的な知見や科学的なデータが不十分
な点も多く、今後、様々な課題を解決する必要があると思っております。もとも
と私は北海道大学で博士課程修了後、一時、名古屋大学にもおりましたが、2002

年に大阪大学に助手として着任致しました。その頃から、澪電会のお話しを伺っ
ておりましたが、産業界とも連携した非常に大きな同窓会組織であり、6 月の総
会や 3 月の卒業祝賀・謝恩会に参加するたびに、長い伝統と幅広い人的ネット
ワークを実感致します。月並みな言葉ですが、学生時代からの友人や先輩後輩と
いった縦の繋がりは何物にも代え難い貴重なものであると思います。今後、澪電
会に携わるお話がございましたら、微力ながら、ぜひお手伝いさせて頂きたいと
考えております。よろしくご指導・ご鞭撻のほどお願い申し上げます。

電気電子システム工学部門
システム・制御工学講座
パワーシステム領域

准教授　杉原　英治
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谷口　研二（奈良工業高等専門学校校長）

　奈良高専の校長になってほぼ 1 年、やっと高専の仕事にも慣れてきました。工
業高等専門学校は昭和37～40年の高度経済成長時代に産業界からの強い要請で技
術者教育機関として発足しました。全国には51の国立高専があり、それらを統括
する（独）国立高等専門学校機構の下で運営されています。設立当初は、中堅の
専門技術者の養成を目的に本科 5 年制（短大卒と同じ）の教育を行っていました
が、高度な科学技術に適応できる技術者の養成を図るため、平成 4 年に専攻科
（ 2 年制）が併設されました。高専は、1 学年200名ほどの入学定員（本科）を
持つ工学系高等教育機関で、実習と実験・演習などが多く、即戦力の技術者養成
を目指しています。奈良高専では、本科を終えると、学生の 4 割は企業に就職
し、残りの 6 割が大学編入と専攻科へ進学します。このように大学や大学院への
進学率も高いこともあって、奈良県では隠れた進学校として知られています。
　高専が抱えている最大の問題はその知名度が極めて低いことです。高専には同
年代の若者の0.7％しか在籍しておらず、専門学校との区別がつかない人が多い
のが悩みです。各高専では知名度向上を図るため、公開講座、中学校訪問、各種
祭典への参加などの広報活動を積極的に行っています。また、高専への進学を希
望する学生は「オタク」系の学生が多く、ロボコンをするために高専に入学して
くる学生もいます。
　工学研究科に在籍時の苦労を想い起すと、今は夢のような環境の下で仕事をし
ています。当時は、工学研究科の役員、先端科学イノベーションセンター長、工
学研究科附属高度人材育成センター長、グローバルCOEのリーダー、社会人教
育講師などをかけ持ちし、毎日、処理能力以上の仕事に追いまわされていまし
た。精神的にも体力的にも限界を感じていたこともあって早期退職し、奈良高専
の校長に転任しました。着任直後に学生に向かって「何か本当にやりたいこと
があるのなら、校長の私を説得してください。納得すれば必要な経費は出しま
す。」と言ったら、次々と学生がやってきたのには驚きました。こうしたチャレ
ンジ精神の豊かな学生を支援する仕組み、「学生チャレンジプロジェクト」を通
して、失敗を恐れない前向きな学生を育てていきたいと思っています。
　その他、JSTの先端的低炭素化技術開発（ALCA）プログラムのPO（プログ
ラムオフィサー）として、低炭素化につながる大学の革新的な研究や技術開発を
支援しています。今後も、阪大の若手教員が本プログラムに多数応募されること
を期待しています。
　教員としての23年間、阪大電気系の教職員の皆さまには大変お世話になりまし
た。改めて心からお礼を申し上げます。今後、大阪大学の電気系がますます発展
していくことを祈念しています。

退職された先生方の近況
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中川　将史（情報・平21）
　私は平成23年 3 月に情報ネットワーク学専攻（村上研究室）の過程を修了し、同年 4 月に総務省に入省しまし
た。社会人になって 1 年の若手のため、本稿を執筆させていただくのは非常に恐縮ですが、近況を報告させていた
だきます。
　そもそも工学系の専攻で国家公務員を志すのはかなりまれだと考えます。大学や企業で研究開発に従事するのが
一般的でしょうか。実際、これらも進路の選択肢に含め、研究に打ち込み、たくさん就職活動を行いました。その
一方で、自身の無線通信に関する研究を通じて、どうしても制度の壁を認識させられていたことが国家公務員、と
りわけ総務省を進路として考えるきっかけとなりました。そして、多くの総務省職員の話を聞く過程を経て、急速
に変化し、新たな価値を創造する可能性に満ちた情報通信分野において、時代の流れを的確に反映した柔軟な制度
設計を行いたいとの思いが芽生えました。最終的には、そこで働く職員に魅せられたことが決め手となり、総務省
に入省することにしました。
　入省して 3 ヵ月は研修が中心でした。大きく分けると、省内研修と他省庁との合同研修になります。座学、視
察、グループワークはもちろん、介護体験や地方自治体実施体験など幅広く経験しました。研修では、職場で直接
必要となる専門知識やノウハウというよりはむしろ、広く行政官として必要な視点を身に着けることに重点が置か
れていたように思います。数多くの研修の中でも、私は特に、他省庁の同期との行政政策事例研究が一番印象に
残っています。過去の行政事例を題材として、多角的な立場から見た「行政官として取るべき行動」について討議
しました。経歴も関心分野も異なる人たちとの真剣な討議は初めてであり、自身の視野の狭さ、同期の能力の高さ
を痛感しました。合同研修では、自身の未熟さを再認識するとともに、仕事をしていく上で大きな力となる省庁を
横断したネットワークが築けました。
　研修も終わり、7 月から本格的に業務を開始しました。所属は総合通信基盤局　電波部　移動通信課というとこ
ろで、私は主に920MHz帯RFIDの制度化と電波利用料財源による研究開発の推進を担当しております。配属され
て 1 年にも満たない期間ですが、ものすごい早さで月日が過ぎていくように思います。偶然にも大学院で学んだこ
とが生かされる部署です。しかし、それでも到底太刀打ちできない情報通信技術に関する専門知識に加え、予算・
法令・社会情勢などについても広く勉強する必要があるので、ついていくために必死というのが現状です。
　このようにまだまだ未熟者ですが、省内はもちろん、他省庁、民間企業、有識者など様々な関係者のご協力を得
ながら、少しでも早く一人前になることで国益に貢献できるよう努めていきたいと考えます。大阪大学電気系の
OBとして、国民の皆様の生活を豊かにする行政を担っていきたいと思います。
 （総務省）

白石　偉久（電子・M平 8 ）
　私が三洋電機に入社したのは、16年前、1996年です。当時、DVDの発売が開始され、デジタル家電が電機業界
の発展を牽引する兆しが見え始めていました。そうした中、三洋電機は、3Dテレビを世界で先駆けて市場に投入
するなど、高い技術力を持った会社であると考え入社しました。
　当初、私は太陽電池の開発に従事することを希望していましたが、最初に配属されたのは、当社の半導体技術開
発の中核を担っていたマイクロエレクトロニクス研究所でした。そこでは、半導体微細加工技術、メモリ等のアナ
ログ回路設計技術、ULSI設計技術など手広く研究開発が行われていました。私は、ULSI設計技術の開発を行う部
署に配属され、三洋電機が業界に先駆けて市場投入した動画デジカメの中枢となるシステムLSIの開発に従事しま
した。入社して間もない私が担当できる部分は非常に限られた範囲でしたが、自ら開発に携わった製品が他社に先
駆けて市場に投入されたことについて、なんとも言えない満足感を得たことを覚えています。
　その後、デジカメ市場は急速に成長し、当社の中核事業になっていきましたが、一方で迅速な意思決定を武器に
ダイナミックなビジネスを展開する韓国、中国、台湾などアジア企業の勢いは凄まじく、彼らと太刀打ちするため

卒業生の近況
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に、我々は如何にして商品の付加価値を向上させるかを非常に強く問われるようになりました。こうしたアジア企
業の台頭は、デジタルカメラ業界だけにとどまらず、瞬く間に、彼らは当社のみならず日本電機業界全体における
最大のコンペティタとなりました。
　このような状況の中、私は、当社のような日本企業が世界的な競争力を維持し続けるために必要なのは、たゆま
ぬ努力によって築き上げてきた「知恵」の活用であると考え、知的財産部への異動を希望しました。2003年のこと
です。三洋電機は、他社にはない独創的な技術開発を行っていましたので、これらの技術を確実に守るべく権利化
し、ビジネスを優位にするために活用する仕事を始め、現在に至っています。特に、知的財産部に異動してから、
特許訴訟の本場である米国で、一年間、法律事務所に駐在して訴訟対応を行い、特許権の活用の現場を肌で感じる
ことができたことは、現在、業務を進めるうえで非常に大きな糧となっています。
　私が知的財産部に所属してからも、三洋電機および当社を取り巻く環境は激変し続け、電機業界再編時代の口火
を切って、当社はパナソニックに取り込まれることになりました。一方で、昨年 3 月に発生した東日本大震災の影
響により、世界的に環境意識が高まっています。このような激動の時代において、私は、今が、パナソニックグ
ループ、そして自分自身が大きく成長するための好機であると信じています。何故ならパナソニックグループは、
太陽電池、およびリチウムイオン電池などの蓄電池、更には創造／蓄積したエネルギーを効率的に活用するための
制御技術など、環境問題解決の糸口となる要素技術を全て備えているからです。これらを効率的に活用してスピー
ド感を持って行動し、パナソニックグループが世界的に優位に立てるように知財面から貢献していくのが私の使命
であると信じ、これからも業務に邁進していきたいと思います。
 （パナソニック）

高野　知佐（通信・平12）
　私が卒業してから早くも10年以上経ちました。池田研究室に在学中は、トラヒックの自己相似性を利用したパ
ケットスケジューリング方式について研究していました。当初は自己相似性？何？と？？続きで始めましたが、フ
ラクタルネットワークや複雑ネットワークにも絡んだかなり斬新な内容で、研究の面白さを知るきっかけになりま
した。卒業後、NTT-ATに入社しましたが、いきなり自己相似性に絡んだテーマ（移動体通信のユーザ移動特性
を考慮したトラヒックモデルの検討）が研究業務として回ってきて大学で学んだことが非常に役に立ったことを思
い出します。さらに、本企業ではソフトウェア開発、データ分析、国際接続試験等、様々なネットワーク通信分野
の業務に携わり、研究技術者としての経験を積みました。現在は、NTT-ATを退職して広島市立大学で教職につ
いております。大阪大学で学んだ研究の面白さが、現在の職につくきっかけになったことは間違いありません。着
任した大学では、超高速ネットワークに適用可能なパケットフローの自律分散制御技術の研究、通信トラヒック等
のデータから社会構造に関する情報を抽出することを目的として通信トラヒックデータによる社会構造の分析、
ユーザの再試行トラヒックの特性解明とインターネットアプリケーションの安定運用技術の研究を行ってきまし
た。現在は、従来から研究を続けてきた自律分散制御技術をメインテーマに新たな展開を目指した取り組みを行っ
ています。
　本職について、当時お世話になった先生にお会いする機会も増えました。今後ともご指導の程宜しくお願い致し
ます。
 （広島市立大学）
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学生の声

田中　雄真（電気電子情報工学専攻　量子電子デバイス工学コース・M 2 ）
　私は電子情報工学科を卒業し、大学院でも引き続き量子電子デバイス工学コースの尾崎研究室で研究活動に取り
組んでまいりました。大阪大学に入学してからの 6 年間を振り返りますと、良き先生方や友人達、他にも数えきれ
ない多くの人達に支えられてきたからこそ今の自分があるということを改めて実感致します。
　学部 4 年次に研究室に配属されるまでの 3 年間は、勉学に加えてサークル活動やアルバイトに勤しみ、大学の枠
を超えて多くの人と触れ合うことで基礎的な社会経験を積むことができました。また、自分の専攻とは全く異なる
分野の人達と共に語り合うことは世の中に対する考え方や視野を広げることにもつながり、この時期に培った価値
観は就職活動においても役立てることができました。
　そして研究室に配属されてからの 3 年間は、更に私を実践的に大きく成長させてくれました。研究に関する知識
や考え方はもちろんのこと、主体性や発信力といった研究者になるうえで必要不可欠な基礎的な能力を、先生方や
先輩方に厳しく鍛えて頂きました。また、経済産業省の社会人基礎力育成プログラムにも参加させて頂き、講師の
先生に企業の目線から、プレゼンテーションスキルに関して熱烈な御指導を頂きました。企業に入社する前からこ
のような機会を与えて頂いたことは、人に何かを伝えることが苦手であった私にとって非常に有意義な経験となり
ました。
　長かった大学生活も間もなく終わりを迎え、4 月からは社会人としての第一歩を踏み出します。学生時代とは異
なり何事にも責任と自覚が必要になりますが、大阪大学の卒業生として名に恥じぬよう、6 年間の大学生活で得た
経験を糧に一層の努力を重ね、国際社会の第一線で活躍できる研究者として成長していきたいと思います。
　最後になりましたが、6 年間もの長い期間に渡り御懇切な御指導と御鞭撻を賜りました先生方、数々の的確な御
助言を頂きました先輩方、ライバルとしてお互いを高め合った友人達、そして大学生活を支えてくれた家族に、心
から感謝の意と御礼の言葉を申し上げます。

大道　哲二（電気電子情報工学専攻　システム・制御・電力工学コース・D 2 ）
　私は現在、電気電子情報工学専攻の伊瀬研究室に所属しており、今年度で 4 年目になります。私は学部時代を大
阪市立大学工学部電気工学科で過ごしました。私はもともと再生可能エネルギーに関心があり、太陽光や風力発電
などの研究を実際の実験装置を用いて研究を行っている伊瀬研究室を知り、大学院からこの研究室に進学すること
にしました。
　伊瀬研究室では半導体デバイスを用いた電力変換（パワーエレクトロニクス）を核に幅広いテーマを扱っていま
すが、この中で私は電力変換器によって制御される巻線形誘導発電機をガスエンジンコージェネレーションシステ
ムに適用することを研究しています。このシステムのよいところは、従来のシステムでは一定速でしかガスエンジ
ンを運転できなかったところを、発電電力の周波数に関係なく可変速にガスエンジンを運転できるようになること
です。これにより、発電システムとしての効率向上および性能向上が期待されます。また、50Hz系統と60Hz系統
でガスエンジンを共用できるようになることも期待されます。
　私は電力系統停電時の発電機の制御方法を研究テーマとして与えられ、企業と共同で研究を行うことになりまし
た。これまではコージェネレーションは一次エネルギーを高効率に利用でき、温室効果ガスの排出量を削減できる
利点で注目を集めていました。しかしながら、東日本大震災以降、非常用発電機としての役割にも注目が集まるよ
うになってきました。電力の安定供給が叫ばれる時勢において、私の取り組んでいる研究の意義を強く感じるよう
になりました。
　私は博士前期課程在籍中は研究が思うように進みませんでした。そこで、さらに深く勉強し、研究を深めたいと
思い、博士後期課程に進学しました。博士後期課程に進学してからは、研究室で普段から鍛えられてきたおかげで
研究成果も出始め、その成果を基にした学会発表の経験を積むようになりました。さらに国際会議に出ることがで
き、そのときに提出した予稿が優秀論文として表彰されました。
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　これからも日々学んでいる専門知識や経験が社会で役立つように、また、エネルギー問題を解決することに貢献
できる人材になるよう、残りの学生生活を使っていきたいと思っています。

藤本　章宏（情報科学研究科　情報ネットワーク学専攻・D 2 ）
　私は現在、情報科学研究科で情報ネットワーク学を専攻しており、村上研究室で研究を続けてきました。村上研
究室に所属して早 5 年半、大阪大学に入学してからは 8 年が過ぎようとしています。今までの人生の約1/3を大阪
大学で過ごしたと思うと、感慨深いものがあります。
　私が大阪大学、中でも電子情報エネルギー工学科を志望したのは、今後更なる逼迫が予想される、エネルギーに
ついて勉強したいと考えたからだったと記憶しています。それが、学部時代の勉強を通して情報科学に興味を持つ
ようになり、更にネットワークを通じて、より良い生活を創造したいと思うようになりました。振り返ってみる
と、我ながらふらふらしていたと感じますが、このように迷えることも、専心できる道を選び取ることができたこ
とも、大阪大学が多様な分野にわたり、精力的に教育・研究を行なっているからだと思います。
　研究室に所属してからは、切磋琢磨できる仲間を得ることができ、学部時代では得られなかった経験をすること
ができました。特に、それまでのようにただ勉強するのとは違い、自分から何が問題となっているかを考え、様々
な角度から解決策を見つけていく研究のプロセスは、自身を大きく高めることができたと思っています。また、国
内の学会や国際会議での発表を通して、伝える努力の大切さも学びました。
　これまでの 8 年間で、多くのことを教わり、学び、助けられてきました。今後もきっと、色々な方々のお世話に
なっていくと思います。それをより一層力にできるように、また、その内の幾らかでも誰かに分け与えられるよう
に、今後も努力していきたいと思います。

工藤　隆則（電気電子情報工学専攻　情報通信工学専攻・D 3 ）
　2012年 2 月、M 1 の就職活動が本格的に始まろうとしている。自ずと研究室内でも就職関連の話題が上がってく
るが、当時ほとんど就職活動をしていなかった私はなかなか具体的なアドバイスはしてあげられない。そんなと
き、後輩から決まって聞かれる質問がある。「なぜドクターに行こうと思ったのですか？」「将来は大学の先生です
か？」
　初めて博士後期課程への進学を意識したのは学部 4 年の夏に院試を受けたときであった。進学の意思があるかど
うか面接で聞かれたのだが、そのときは答えを濁していた。その後本格的に始まった卒業研究は、先生方に丁寧に
ご指導いただいたことにより、非常に完成度の高いものになった。このとき、研究に対するおもしろさや達成感を
感じ、また、研究室という組織をかなり気に入っていたこともあり、博士後期課程への進学を決めた。ただ、将来
の職についてはほとんど何も考えていなかった。
　博士前期課程に在学中、将来の職について考え、ぼんやりとではあるがアカデミックの分野に進みたいと思い始
めた。そのぼんやりとした将来像の輪郭がはっきりし始めるのは、博士後期課程に進学し、非常勤講師のアルバイ
トを経験した後のことである。これまでに 5 科目の授業を担当し、教えることの難しさを体感した。しかしその一
方で、学生の理解を得られたときの達成感は他では得難いものであり、難しさという面も含めて教えるということ
にやりがいを強く感じた。ここで、教員を目指そうと思った。
　この時期、後輩にどういう企業を受けようと思っているのか聞くと、まだはっきりしていないという返事をよく
もらう。この専攻は就職先が多岐に及んでいるが、選択肢が多い分、将来の職に対するイメージが漠としている学
生が多い気がする。自分もそうであった。行きたい企業や就きたい職種につける保障は当然ないので、こだわりが
ない方が就職活動はしやすいのかもしれない。それでもなお、やりたいことを見つけてそれを目指したらとアドバ
イスすることにしている。もし見つからなければ進学も考えてみてはとも。
　その働きぶりを間近に見たり、直接話を伺ったりすると、大学教員がいかに大変かというのがよくわかる。それ
でもなお変わらなかった、その道に進もうという気持ちを持って今後も努力していきたい。
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  受賞（学会賞・学会フェロー称号等）

丹　羽　正　信　様
瑞宝双光章
森　田　清　三　先生
紫綬褒章
西　尾　章治郎　先生
紫綬褒章
河　崎　善一郎　先生
電気学会フェロー
西　尾　章治郎　先生

IEEEフェロー
長谷川　　　晃　先生
三　間　圀　興　先生
アルフベン賞（Hannes Alfven Prize）
西　尾　章治郎　先生
日本データベース学会功労賞
西　尾　章治郎　先生
情報処理学会功績賞
谷　口　研　二　先生
松　岡　俊　匡　先生
電子情報通信学会論文賞
西　尾　章治郎　先生
下　條　真　司　先生
寺　西　裕　一　先生
春　本　　　要　先生
情報処理学会論文賞
谷　野　哲　三　先生

International Society on Multiple Criteria 

Decision Making

The Georg Cantor Award

宮　永　憲　明　先生
實　野　孝　久　先生
白　神　宏　之　先生
中　田　芳　樹　先生
河　仲　準　二　先生
重　森　啓　介　先生
疇　地　　　宏　先生
猿　倉　信　彦　先生
金　邊　　　忠　先生
田　中　和　夫　先生
兒　玉　了　祐　先生
羽　原　英　明　先生
近　藤　公　伯　先生
㈳レーザー学会　第35回レーザー学会業績賞
（進歩賞）
白　神　宏　之　先生
藤　岡　慎　介　先生
長　友　英　夫　先生
西　原　功　修　先生

NEC C&Cユーザー会 ユーザー事例論文賞【入選】
原　　　隆　浩　先生
日本データベース学会上林奨励賞
安藤　英由樹　先生
アルスエレクトロニカ　Interactive Art部門
Honorary Mention賞

会員の方々のご活躍
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平成24年度電気電子情報工学専攻役割分担
大学院専攻
電気電子情報工学専攻長 伊瀬　敏史　教授
電気電子システム工学部門長 上田　良夫　教授
情報通信工学部門長 滝根　哲哉　教授
量子電子デバイス工学部門長 八木　哲也　教授
システム・制御・電力工学コース長 舟木　　剛　教授
先進電磁エネルギー工学コース長 田中　和夫　教授
情報通信工学コース長 井上　　恭　教授
量子電子デバイス工学コース長 伊藤　利道　教授

電子情報工学科
電子情報工学科長 谷野　哲三　教授
電気電子工学科目長 舟木　　剛　教授
システム制御電力コース長 舟木　　剛　教授
先進電磁エネルギー工学コース長 田中　和夫　教授
量子電子デバイス工学コース長 尾崎　雅則　教授
情報通信工学科目長 井上　　恭　教授
情報通信工学コース長 井上　　恭　教授

就職担当
電気系就職担当代表窓口 兒玉　了祐　教授
電気電子システム工学部門 兒玉　了祐　教授
情報通信工学部門 井上　　恭　教授
量子電子デバイス工学部門 大森　　裕　教授
電気電子工学科目
システム・制御・電力工学コース 兒玉　了祐　教授
先進電磁エネルギー工学コース 兒玉　了祐　教授
量子電子デバイス工学コース 大森　　裕　教授
情報通信工学科目
情報通信工学コース 井上　　恭　教授
情報システム工学クラス 細田　　耕　教授

電気系人事（平成23年 4 月 2 日～平成24年 4 月 1 日）
今出　　完 助　教 H23.7.1 採　用
鎌倉　良成 准教授 H23.12.16 昇　任
佐伯　　修 助　教 H24.3.31 退　職
 （神戸女学院大学へ）
森本　健志 講　師 H24.3.31 退　職
 （近畿大学准教授へ）
髙橋　篤司 准教授 H24.3.31 退　職
 （東京工業大学准教授へ）

塚本　勝俊 准教授 H24.3.31 退　職
 （大阪工業大学教授へ）
阿部　真之 准教授 H24.3.31 退　職
 （名古屋大学准教授へ）
松本　正行 准教授 H24.3.31 退　職
 （和歌山大学教授へ）
秋吉　政徳 准教授 H24.3.31 退　職
 （広島工業大学教授へ）
小牧　省三 教　授 H24.3.31 定年退職
森田　清三 教　授 H24.3.31 定年退職
阪口　　啓 准教授 H24.4.1 採　用
前川　卓也 准教授 H24.4.1 採　用
林　　直樹 助　教 H24.4.1 採　用

母校の教壇に立つ本会会員（平成23年度）
・ 電気電子工学科目「産業社会と工学倫理」
㈱富士通システム統合研究所　代表取締役社長
前川　　通（電気・昭49）
・ 情報通信工学科目「情報社会と職業」
パナソニック㈱役員
宮部　義幸（通信・昭56）
・ 情報通信工学科目「情報社会と職業」
パナソニック㈱デジタル・ネットワーク開発センター
チームリーダー
西　　孝啓（情報・平 6 ）
・ 情報通信工学科目「情報社会と職業」
パナソニック㈱デジタル・ネットワーク開発センター
主任技師
井口　賀敬（通信・平13）
・ 情報通信工学科目「情報社会と職業」
パナソニック㈱くらし環境開発センター　主任技師
佐田　友和（通信・平12）
・ 情報通信工学科目「情報社会と職業」
パナソニック㈱本社R＆D部門　PE技術開発室　主
任技師
山岡　正拓（電気・平11）
・ 情報通信工学科目「情報社会と職業」
パナソニック㈱プラットフォーム開発センター　参
事
木村　浩三（情報・D平10）
・ 情報通信工学科目「情報社会と職業」
パナソニック㈱プラットフォーム開発センター　主

教室情報



― 19 ―

任技師
長友　健一（情報・平 7 ）
・ 電気電子情報工学専攻「電気電子情報工学特別講義Ⅰ」

JFEスチール㈱西日本製鉄所制御部制御技術室　主
任部員（課長）
岡田　誠康（電子・平 4 ）
・ 電気電子情報工学専攻「電気電子情報工学特別講義Ⅲ」
関西電力㈱経営改革・IT本部　通信システムグ
ループ　チーフマネジャー

滝本　昭彦（通信・昭61）
・ 電気電子情報工学専攻「電気電子情報工学特別講義Ⅲ」

NTTドコモ㈱無線アクセス開発部　担当部長
安部田貞行（通信・平 5 ）
・ 電気電子情報工学専攻「電気電子情報工学特別講義Ⅲ」
西日本電信電話株式会社　ネットワーク部ネット
ワーク設備部門　部門長
米田　秀弥（通信・昭62）

澪電会会費納入のお願い

　陽春の候、会員各位には益々ご活躍のこととお慶び申し上げます。本会の活動に変わらないご支援を頂き有
り難く存じております。
　さて澪電会の財政状況は、特に今年度は名簿の刊行を予定しておりますため、非常に厳しい状況にありま
す。本会の活動は全て会員各位からの会費に依存しております。本会の活動をより活発にするために、何卒、
平成24年度会費（4，000円）の早期納入（できれば 6 月末日までに）にご協力賜りますようお願いする次第で
あります。特に新しい会員各位の納入率が低くなっておりますので、卒業して間もない方々も是非ご協力のほ
どよろしくお願い申し上げます。また名簿の関係で会員情報の変更がございましたら速やかにご連絡頂くよう
お願い申し上げます。
　会費納入の便宜を図るため、銀行口座からの会費自動振込制度およびコンビニエンスストアでの会費納入シ
ステムも採用しておりますので、是非ご利用下さい。自動振込の銀行口座を変更ご希望の場合は、澪電会事務
局までご一報くだされば、折り返し口座変更手続きに必要な預金口座振替依頼書をご送付いたします。
なお、大学学部卒業時から53年を経過した方（平成24年度会費の場合、学部卒業が昭和34年以前の方）の会費
は免除になっておりますので、納入の必要はございません。また、未納の過年度会費はご請求申し上げないこ
とになっております。
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平成24年 3 月電気系卒業者・修了者就職先

電気電子システム工学部門（45名）
㈱IHI

アイテック阪急阪神㈱
㈱NTTドコモ
大阪瓦斯㈱
川崎重工業㈱（2）
関西電力㈱（3）
九州電力㈱
九州旅客鉄道㈱
㈱クボタ
㈱小松製作所
四国電力㈱
シスメックス㈱
シャープ（株）
住友金属工業㈱
住友電気工業㈱
住友生命保険（相）
中部電力㈱
（独）鉄道建設・運輸施設整備支援機構
東海交通機械株式会社
東海旅客鉄道㈱
東京エレクトロン㈱
日亜化学工業株式会社
ニッセイ情報テクノロジー㈱

パナソニック㈱（3）
阪神電気鉄道㈱
東日本電信電話㈱
㈱日立製作所
日立オートモティブシステムズ㈱
富士通㈱
古野電気㈱
北陸電力㈱
三菱重工㈱
三菱電機㈱（3）
安田工業㈱
ヤンマー㈱（2）
㈱リコー
未定

情報通信工学部門（31名）
NECエンジニアリング㈱
NTT研究所
NTTコミュニケーションズ㈱（2）
㈱NTTドコモ
関西電力㈱（2）
キャノン㈱
㈱ケイ・オプティコム
KDDI㈱

㈱島津製作所
昭和電工㈱
㈱スターインフォテック
大日本印刷㈱
㈱中国銀行
デルタ電子㈱
電源開発㈱
㈱東芝
凸版印刷㈱
トヨタ自動車㈱
日本アイ・ビー・エム㈱
パナソニック㈱（2）
㈱日立システムズ
㈱フジクラ
富士通テン㈱
古河電気工業㈱
古野電気㈱
㈱ユー・エス・イー
未定（2）

量子電子デバイス工学部門（62名）
アイデック㈱
旭化成㈱
㈱アルテクナ

システム・制御・電力コース（ 3 名）
東京大学大学院（2）
東芝三菱電機産業システム㈱
未定

先進電磁エネルギーコース（ 1 名）
未定

量子電子デバイスコース（ 4 名）
奈良先端科学技術大学院大学
㈱ダイヘン

東京エレクトロン九州㈱
マツダ㈱

通信工学クラス（ 9 名）
㈱アルプス技研
㈱NTTデータ関西
大阪大学
関西バッテリー㈱
京都大学大学院
㈱新経営サービス
西日本高速道路㈱

レバレッジーズ㈱
未定

情報システム工学科目（ 7 名）
イオンリテール㈱
京阪電気鉄道㈱
多部鉄工所
㈱電通国際情報サービス
Panasonic Vietnam Co., Ltd.

日本マイクロソフト㈱
ローム㈱

■学部卒業生の進学・就職先（本会に関わる内部進学者を除く）

　 　

■大学院前期課程修了者
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NHK

川崎重工業㈱
関西電力㈱（2）
㈱キーエンス
キャノン㈱（2）
京セラ㈱
京阪電気鉄道㈱
㈱神戸製鋼所
三洋電機㈱
四国電力㈱（2）
㈱島津製作所
JFEスチール㈱
シャープ㈱（3）
住友化学㈱

住友金属工業㈱
住友商事㈱ 

住友電気工業㈱
ソニー㈱
ダイキン工業㈱（2）
㈱ダイヘン
トヨタ自動車㈱（3）
大日本スクリーン製造㈱
東京エレクトロン九州㈱
㈱東芝
凸版印刷㈱
豊田合成㈱
㈱豊田自動織機
日本電信電話㈱（2）

任天堂㈱
パナソニック電工㈱（2）
浜松ホトニクス㈱
阪和興業㈱
日立ビアメカニクス㈱
富士通㈱
本田技研工業㈱
マツダ㈱（2）
㈱三井住友銀行
三菱重工㈱
三菱電機㈱（4）
㈱リコー
ローム㈱（2）
未定（3）

電気電子システム工学部門（ 7 名）
インタセクト・コミュニケーションズ㈱
田淵電機㈱
大阪大学
パナソニック
パナソニックファクトリーソリューションズ㈱
古野電気

未定

情報通信工学部門（ 4 名）
サムソン
奈良先端科学技術大学院大学
未定（2）

量子電子デバイス工学部門（ 5 名）
（独）産業技術総合研究所
㈱日立製作所
ローム㈱
Hynix

Wolfson Microelectronics

　 　

■大学院後期課程修了者

注意：会社名等の後ろのカッコ内数字は人数（数字のないものは一人）を表します。調査時（平成24年 3 月末まで）に回答の
得られたものを（順不同で）記載しました。
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［本部］
会　長
 吉野　勝美（電39） 島根県産業技術センター

副会長
 鶴保　征城（子39） 学校法人・専門学校HAL

東京
 金藤　敬一（電46） 九州工業大学
 白髭　修一（電46修） 中国電力㈱
 木下　健治（子49修） 富山工業高等専門学校
 坂入　修二（電47修） 四電エンジニアリング㈱
 片山　正昭（通56） 名古屋大学
 北山　研一（通49） 阪大・工・電電情・通

幹　事
 田中　和浩（電49） ㈱ダイヘン
 藤田　尚徳（電49） 阪大・レーザー
 山元　正人（電53） 日本電気㈱
 庄中　　永（通54） オムロン㈱
 馬場口　登（通54） 阪大・工・電電情・通
 中井　光男（電55） 阪大・レーザー
 田中　史朗（電56） ㈱東芝
 横川　俊哉（電57） パナソニック㈱
 岸元　泰親（子57） シャープ㈱

 松本　一也（子57） 住友電工㈱
 魚田　利浩（電58） シャープ㈱
 浦部　嘉夫（通59） パナソニック㈱
 兒玉　了祐（電60） 阪大・工・電電情・気
 藤田　卓志（子61） ㈱富士通研究所
 木村　秀夫（電62） 西日本旅客鉄道株式会社
 西中　哲郎（電62） 阪急電鉄㈱
 鹿井　正博（子63） 三菱電機㈱
 市原　賢一（電平元） 関西電力㈱
 西口　芳明（電平元） 三菱電機㈱
 森　　勇介（電平元） 阪大・工・電電情・子
 荒木　　正（通平元） 住友電工ネットワークス㈱
 松田　洋一（通平 2 ） NTTスマートコネクト㈱
 山田　佳弘（通平 2 ） 日立コンシューマエレクト

ロニクス㈱
 尾上　孝雄（子平 3 ） 阪大・情報科学研究科
 藤井　彰彦（子平 5 ） 阪大・工・電電情・子
 服部　　聡（通平 8 ） 関西電力㈱
 松田　崇弘（通平 8 ） 阪大・工・電電情・通
 白石　偉久（子修平 8 ） 三洋電機㈱
 木下　和彦（情平 8 ） 阪大・情報科学研究科
 南浦　武史（電平 9 ） 三洋電機㈱
 三浦　友史（現教員） 阪大・工・電電情・子

澪電会役員

阪大・工・電電情・気：大阪大学　大学院工学研究科　電気電子情報工学専攻　電気電子システム工学部門
阪大・工・電電情・通： 〃 〃 〃 情報通信工学部門
阪大・工・電電情・子： 〃 〃 〃 量子電子デバイス工学部門
阪大・情報科学研究科： 〃 大学院情報科学研究科
阪大・レーザー　　　： 〃 レーザーエネルギー学研究センター



― 23 ―

［東京支部］
代表幹事
 山田　伸一（子昭50）株式会社NTTデータ
 中島　　成（電昭59修）住友電気工業株式会社
事務局
 山田英一郎（通平10）住友電気工業株式会社
 〒244-8588　横浜市栄区田谷町1

 TEL：045-853-7190（代表）
 TEL：050-8601-5768（直通）
 E-mail：yamada-eiichiro@sei.co.jp

 南　　勝也（情平10） NTTアクセスサービスシ
ステム研究所

 〒239-0847　神奈川県横須賀市光の丘1-1

 TEL：046-859-5254

 E-mail：minami.katsuya@lab.ntt.co.jp

 崎山　直洋（通平14） 株式会社NTTデータ　技
術開発本部

 〒135-8671　東京都江東区豊洲3-3-9

 豊洲センタービルアネックス10F

 TEL：050-5546-9771

 E-mail：sakiyaman@nttdata.co.jp

［東海支部］
代表幹事・事務局
 山口　雅史（子平 3 ）
 名古屋大学　工学研究科電子情報システム専攻　
准教授

 〒464-8603　愛知県名古屋市千種区不老町C3-1

 TEL：052-789-3638

 FAX：052-789-3156

 E-mail：yamaguti@nuee.nagoya-u.ac.jp

［北陸支部］
代表幹事・事務局
 熊田　一雄
 北陸電力㈱　小松支社電力部　部長
 〒923-0834　小松市千木野町ナ13-1

 TEL：0761-22-9503

 FAX：0761-24-4390

 E-mail：k.kumata@rikuden.co.jp

［九州支部］
代表幹事・事務局
 服部　励治（電61）九州大学　産学連携センター
プロジェクト部門

 フォトニックシステム領域　教授
 〒819-0395　福岡県春日市春日公園6-1

 TEL&FAX：092-583-7887

 E-mail：hattori@astec.kyushu-u.ac.jp

［四国支部］
代表幹事・事務局
 山間　昭典（電63）四国電力㈱　高松支店　電力
部　変電課（変電課長）

 〒760-8501　香川県高松市亀井町7-9

 TEL：050-8801-8330

 FAX：087-836-0637

 E-mail：yamama13337@yonden.co.jp

［中国支部］
代表幹事・事務局
 増岡　裕樹（通平11）中国電力㈱　流通事業本部
計画担当

 〒730-8701　広島市中区小町4-33

 TEL：050-5521-0982

 FAX：082-523-6308

 E-mail：276972@pnet.energia.co.jp

［澪電会本部事務局］
 大阪大学　大学院工学研究科　電気系内
 〒565-0871　吹田市山田丘2-1

 TEL：06-6879-7789

 FAX：06-6879-7774

 E-mail：reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp

 （安井晴子）

　澪電会支部としては、東京、東海、北陸、中国、四国、九州支部が活動を行っています。最新の連絡先を付記し
てありますのでご用の節はお気軽にご連絡下さい。

支部連絡先

お願い：
記載内容に訂正、変更がございましたら、澪電
会事務局（reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp）
宛にご連絡下さいますようお願い致します。変
更ならびに訂正につきましては、取り纏めの
上、次回役員会にてご報告申し上げます。
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通信昭和35（1960）年卒同窓会

日　時：平成23年 5 月18日　12時～15時
場　所：京都市　料理旅館「川太郎」
出席者：
（後列左から）山村、大村、松長、長谷川、
 的場、楠田、岡本、平野
（中列左から）田原口、西原、今林
（前列左から）杉山、中山、舞妓、小林、
 村田、北村、川竹
 計　17＋ 1 名

　通信35年卒の卒業51周年に当るこの年の 5 月に、緑
薫る京都は八坂神社すぐ南にある料理旅館「川太郎」
にみんなが集まった。実は我われのクラスは毎年この
時期に同窓会をこの同じ場所で行っているので、みん
なは料亭とも女将さんとも馴染みである。
　卒業後半世紀経っているので、ほとんどのものが退
職しており、50代、60代のときの同窓会のときのよう
な仕事の話題は少なく、話題は健康のこと、孫のこ
と、趣味のことが多い。クラスメイトは全員で44名で
あったが、残念ながら 5 名がすでに他界している。健
康上の理由で欠席されたクラスメイトも多い。関東在
住 3 名、関西在住12名、その他 2 名であった。宮崎県
からも来てくれた。美味しい料理に舌鼓を打ちながら
各自の近況報告を聞いている内に、みなすっかり学生
時代の気分になれたのはさすが同窓会である。みなの
顔からは、わが国のエレクトロニクスの隆盛に貢献し
てきた技術者の誇らしげな面影が偲ばれた。連続 2 年
来てくれたので馴染みになった舞妓さんが途中から加
わってくれたこともあり、坐が大いに盛り上がり、予
定の 3 時間が瞬く間に過ぎてしまった。
　来年この料亭での再会を約して散会した。世話人　

楠田、杉山。
 （西原　記）

通信昭和36年卒　50周年記念同窓会

日　時：平成23年11月21、22日
場　所：大阪大学、ホテル阪急エキスポパーク
出席者：26名

　50年という長い歳月を経たいま、学生時代の原点に
戻って母校を振り返ってみるのもいいでしょう。
 “わが母校大阪大学”をキーワードとして、11月
21、22日の両日50周年記念同窓会を開催しました。
　一日目は、（Ａ）大阪大学発祥の地、中之島を探訪
し“大学の源流”を辿るコース、（B）豊中、吹田両
キャンパスを散策し“大学の今”を実感するコース、
の二班にわかれて、美しく色づいた銀杏のもと、かつ
ての級友たちと語り合いながら探勝、散策、見学をし
ました。
　Aコースは中之島センター、微生物研跡、懐徳堂
跡、適塾などを探勝し、Bコースは総合学術博物館、
産研、レーザー研を見学し、母校の発展ぶりに驚嘆し
ました。
　その変わり様は北校、南校、東野田で学んできた私
たちにとって50年という時の流れをひしひしと感じさ
せてくれます。
　夕刻両コースは“ホテル阪急エキスポ”で合流し全
員が顔を合わせることになります。
　宴会では級友たちがそれぞれの人生について“苦労
話”を披露し、お互いに営々として生きてきた50年の
歳月を垣間見ることができました。
　そのあといつの間にか、流れは“カラオケ”へと
移っていき、宴会は最高潮に達しました。

同窓会だより

宴会風景 記念文集
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　入れ替わり立ち代り熱唱の連続で大いに盛り上がり
ました。
　スピーチといい、カラオケといい老境にあることを
忘れさせ、まだまだ明日への夢と活力を感じさせるも
のでした。
　翌二日目は朝食後、『来年は東京で……』という言
葉を残していったん解散し、有志だけで紅葉が目にし
みる万博公園へ参りました。ソラード（森を鳥瞰する
構造物）の上に立てば木々が秋の陽光を浴びて美しく
ひかり、その合間から吹田キャンパスが遠望できま
す。
　その後昼食をとって、今度は完全に解散し、それぞ
れの日常へと戻っていきました。
　二日とも晩秋の気配漂うなか、爽やかな晴天に恵ま
れ素晴らしい同窓会でした。

　なお、今回記念事業として文集“卒業50周年に寄せ
て”を製作いたしました。
　お互いのこれまで知らなかった学生時代、あるいは
社会人時代の逸話が寄せられ、50年という人生の重み
に触れることが出来ました。
　卒業後各地に散っていった同級生が50年後再び同窓
会や文集を通じてお互いを知り、絆を深めることが出
来たと思います。
 （粟屋（通信・昭36）記）

昭和37年卒電子工学科（第 1 回生）
卒業40周年記念同窓会

　ご報告が大変遅くなりましたが、題記につきご報告
致します。2003年 3 月 8 日および 9 日に、電子工学科
の第 1 回生が卒業40周年の記念として、同窓会を開催
しました。参加者は総勢25名。場所は熱海。プログラ
ムは 3 部構成で、先ず、3 月 8 日の正午に熱海駅に集
合しMOA美術館を鑑賞、夜は松楽荘にて宴会、翌日
は希望者によるゴルフとバラエティに富んだプログラ

ムでした。美術館へは16名、宴会への参加は25名、ゴ
ルフは10名と予想以上に多くの方々が参加しました。
　卒業以来久しぶりに会った方も多く、最初に違和感
を感じていた人達もすぐに学生時代に戻って歓談し、
旧交を暖めることが出来ました。すでに退職して悠々
自適の人、まだ現役で頑張っている人など、様々で
す。次回、元気な姿での再開を期して散会しました。
この季節としては、暑いくらいの好天に恵まれ本当に
良い思い出を作ることが出来ました。その思い出を残
すため、アルバムも作成しました。
 （40周年記念同窓会幹事代表　蒲生健次）

49年電気卒還暦同窓会

　昭和49年電気工学科卒業生は40名いました。還暦を
迎える年になったのを機会に「還暦同窓会」を開催し
ました。連絡できた36名中25名が参加しました。
　場所は、関西と関東の中間点ということで、浜名湖
を選定し、期日は、弁天島の花火大会に合わせて 7 月
 2 ― 3 日にしましたが、残念ながら東北大震災の影響
で、花火大会は開催自粛となりました。しかし、花火
大会があったとしても、宴会が盛り上がっていたた
め、花火の音だけしか聞けなかったことでしょう。
　ホテルロビーに設営した受付では、学生時代と変わ
らない容姿の者やら、誰かわからないおっさんやらが
集まってきて、賑やかなことになりました。夜は宴
会、二次会、各部屋での旧交を温めるなど学生時代の
ように遅くまで騒いで、翌日は、ゴルフ組と観光組に
分かれての楽しい時間を共有できました。
　で、あまり楽しかったので、次回のことも決め
ておきました。5 年後には退職している頃なので、
「Happy Retirement Party」をすることにしていま
す。
 （文責：前川　通）
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成松啓二・元澪電会会長のご逝去を悼んで

　元澪電会会長（平成 5 年度会長・元関西電力株式会
社取締役副社長）成松啓二氏は、去る平成23年 8 月22

日にご逝去された。（享年84歳）
　成松氏は、昭和17年に海軍兵学校入学、3 年間を海
軍ですごし、昭和25年に大阪大学工学部電気工学科を
卒業後、昭和26年に関西電力株式会社に入社した。爾
来、平成 5 年に同社取締役副社長を退任するまでの41

年間、一貫して電気事業の発展に尽力した。この間、
電力流通部門の責任者として、増加の一途を辿る電力
需要に対処するため、日本初の50万V送電を実現した
ほか、21世紀の関西地域における50万V基幹電力系統
の構想を策定し、その建設に着手するなど、足元から
将来にわたる電力安定供給の基盤作りに多大の貢献を
なした。
　また、昭和61年からは、情報通信部門の責任者とし
て、いち早く光ファイバーの将来性に着眼し、光通信
網の整備を進め、関西電力の通信事業の礎も築くとと
もに、研究開発部門の責任者として、電力関連の新技
術開発はもとより、地球規模の環境問題をはじめ公益
的課題に対処する新技術等の開発にも積極的に取り組
むなど、広く公益の増進に寄与した。
　関西電力退職後も、電力の安定供給実現に向けて、
電気事業を側面から支援したが、他方、電気事業にお
ける功績に加え、㈶レーザー技術総合研究所理事長、
㈶大阪科学技術センター会長、㈳電気学会副会長など
の要職を歴任し、電気技術の発展と普及、ひいては科
学技術全般の振興に貢献した。これらの功績を称え、
平成 6 年には藍綬褒章、平成15年には勲三等旭日中綬
章をそれぞれ受章した。
　こうした数々の輝かしい功績とともに忘れ難いの
は、成松氏が終生実践し続けた海軍仕込み「仕事の心
構え」である。まずは「現場第一主義」で、「どんな
に理論的に優れた技術でも、そのまま現地に適用する
ことはできない。現場をよく調査して、送変電設備
の計画や設計をせよ。」と常々部下を指導した。これ
は、海軍兵学校時代に叩き込まれた「always on the 

deck」、すなわち、艦上において、海洋、気象、船や
乗務員の動きなどは、常時甲板に出ていないとわから
ないということを実践したものである。また、軍艦数
で劣る日本が勝つためには「科学の勉強」が必要との
指導を忘れず、入社後に、送電鉄塔の設計を通じて指
導された「なぜこうしないといけないか、根本を徹底
的に追求して設計する」という「設計の哲学」を実践
し続けた。さらには、いつでも有事に備える「出船の

精神」を忘れず、電気事業者として、災害復旧など、
不足の事態への対応に万全を期し続けた。これらは現
在でも我々後輩にとり貴重な糧である。
　あわせて、威厳ある立ち居振る舞いも思い出され
る。海軍兵学校時代に厳しく躾けられおり、常に背筋
を伸ばしてきりっとし、指導も厳しかった。退職後
は、優しい一面も見たことがあるが、2 年前に自宅に
伺った際も現役当時と同じ姿勢で、会社業務について
いろいろと質問を受け、面接試験のように大変緊張し
て答えたことを思い出す。
　成松氏に指導いただいた後輩一人ひとり、それぞれ
の思い出は尽きない。改めて後輩一同、感謝の気持ち
を込めて、心から哀悼の意を表し、ご冥福をお祈り申
し上げたい。
 （野田正信（電気・昭56）記）

寺田浩詔先生を偲んで

　寺田浩詔先生は、平成23年 8 月23日（火）にご逝去
されました。78年のご生涯でした。
　先生は、昭和31年愛媛大学工学部電気工学科をご卒
業後、大阪大学大学院工学研究科通信工学専攻に入学
され、大阪大学工学部助手、講師、助教授を経て、昭
和51年教授に昇任、電子工学科第4講座（電子機器工
学）、情報システム工学科情報システム構成学講座、
同情報システム基礎論講座を担当されました。大阪大
学大型計算機センター長を併任された後、平成 9 年に
大阪大学を定年退官、名誉教授の称号を授与されまし
た。
　大阪大学退官と同時に高知工科大学教授・工学部情
報システム工学科長に就任され、情報図書館長、理
事・副学長、工学研究科長、研究本部長など要職を歴
任、平成17年任期満了で退職、高知工科大学名誉教授
の称号を授与されました。また、平成 9 年よりソフト
バンクテレコム株式会社情報通信研究所長を兼務さ
れ、平成17年から同研究所顧問を務めてこられました。
　この間、先生は長年にわたり学生の教育、研究の推
進並びに後進の指導育成に努められ、多くの優れた研
究者、技術者を社会に送り出されました。
　研究においては、電子交換機などの実時間高度並列
処理向きのデータ駆動型言語、データ駆動型アークテ
クチャ、並びにそれらの超高集積化向き実現法につい
て先駆的な研究を行われ、多数の業績を挙げてこられ
ました。また、ソフトウェア開発を系統的に行うため
の図的な仕様記述から直接的にプログラムを生成する
手法の体系化や、従来の通信方式に縛られることなく
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光伝送技術の利点を極限まで追求したホロニック光
ネットワークに関する先進的研究を主導されました。
　先生は、電子情報通信学会、情報処理学会、テレビ
ジョン学会、日本自動制御協会、システム制御情報学
会、日本パーソナル・コンピュータ利用技術者協会、
土佐アイ・ティ評議会など、学協会においても数多く
の役職を歴任され、国際的にもIEEE東京地域理事、
IEEEマルチメディア・ワークショップ、ACMマルチ
メディア国際会議、電子交換国際会議等の運営を通じ
て同分野の発展に多大な貢献をなされました。
　これらの功績により、電子情報通信学会より業績
賞、小林記念特別賞、功績賞を受賞され、フェロー、
名誉員の称号を授与されています。また、平成14年に
は情報通信研究に顕著な業績があった者に与えられる
エリクソン・テレコミュニケーション賞を受賞され、
これを記念して高知工科大学では、研究成果等に秀で

た大学院学生を表彰する「寺田賞」が創設されていま
す。
　平成22年に膵臓がんの手術を受けられ、その後はゴ
ルフをされるほど順調に回復されているご様子でした
が、昨年夏に体調を崩され、ひと月後に永遠の眠りに
つかれました。葬儀告別式は家族葬で行われましたの
で、寺田研究室とその前身である喜田村研究室関係者
有志で11月26日、千里阪急ホテルにて偲ぶ会を行いま
した。全国から多数の方々が参集され、在りし日々を
偲びながらあらためてご冥福をお祈りいたしました。
高知と東京でも有志の方々による偲ぶ会が催されたと
お聞きしています。
　先生の多大なご功績を偲び、ここに謹んで哀悼の意
を表しますとともに心よりご冥福をお祈り致します。
 （村上孝三（電子・昭46）記）
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電子情報工学科入学・澪電会入会歓迎会

　平成20年度から始まった電子情報工学科特別講演会
電子情報工学科入学・澪電会入会歓迎会も、平成23年
度で 4 回目となった。今回も、昨年同様、いちょう祭
期間中の 5 月 2 日（月）に開催された。
　講演会に先立って、10：00～15：00の間、工学部施
設公開の一部として、また、電子情報工学科 1 年生配
当講義「電子情報工学序論」の一環として、電気系研
究室の公開が行われた。一般来場者に交じって、電子
情報工学科 1 年生が電気系研究室の最新の研究内容を
見て回った。
　電子情報工学科特別講演会は、15：00～17：00に、
共通講義棟U3-211講義室にて、開催された。電気電
子情報工学専攻長・馬場口登教授（通信・昭54）によ
り「画像処理でプライバシーを守る」と題する講演が
行われた。長年に渡って馬場口教授が取り組んでこら
れた画像処理技術に関する研究を踏まえて、プライバ
シーの保護についてご示唆頂いた。続いて、株式会社
ケイ・オプティコム・代表取締役社長・藤野隆雄様
（通信・昭46）より「関西を光の国へ　―ケイ・オプ
ティコムの光ブロードバンド普及への取組み―」と題
するご講演を頂いた。インターネットの発展に伴う光
ブロードバンド普及への取組みを紹介されるととも
に、新 1 年生へのエールの言葉を頂戴した。電子情報
工学科 1 年生133名、教員・一般聴講者14名、合計147

名の聴衆が、熱心に講演に耳を傾けた。
　講演会終了後、17：30～19：30には、学生食堂ファ
ミール第 2 食堂において、電子情報工学科入学・澪電
会入会歓迎会が開催された。舟木剛教授の司会のも
と、澪電会会長・渡辺克信様（通信・昭42）による祝
辞に続いて、株式会社ケイ・オプティコム・代表取締
役社長・藤野隆雄様からも祝辞を頂戴した。この後、
馬場口登教授のご発声で乾杯が行われた。学部 1 年生
の大多数が未成年であるため、お茶やジュースなどの
ソフトドリンクでの乾杯となった。しばらくの歓談の
後、藤井彰彦准教授（電子・平 5 ）の司会でクイズが
行われた。電子情報工学科や澪電会にまつわる全15問
の三択問題が出題され、1 年生が回答した。成績優秀
者には、図書カードが景品として贈られた。最後に、
尾上孝雄教授（電子・昭46）の音頭による万歳三唱で
締めくくりとなった。1 年生100名、教員54名、大学

院生スタッフ10名、合計164名が、楽しいひと時を過
ごした。
 （藤井彰彦（電子・平 5 ）記）

平成23年度　総会・講演会・懇親会

　平成23年 6 月 3 日（金）リーガロイヤルホテル「山
楽の間」にて118名の参加者を得て開催された。総会
に先立って「山楽の間」にて午後 5 時から平成23年度
澪電会講演会が開催された。今回は、森田清三教授か
ら「多元素ナノ構造体の室温原子操作・組立」と題し
てお話しをいただいた。長年の研究成果に基づいた大
変興味深い有益な講演であった。
　引き続き平成23年度澪電会総会が午後 6 時より同じ
く「山楽の間」で行われた。渡辺克信会長（通信・
昭42）の挨拶の後、牛尾知雄総務幹事補佐（電気・
平 5 ）から平成22年度事業報告が、また木下和彦会計
幹事補佐（情報・平 8 ）から平成22年度決算報告が行
われ、それぞれ承認された。続いて吉野勝美新会長
（電気・昭39）を選出し、承認と挨拶の後、新副会
長 1 名と新幹事14名の指名と承認がなされた。引き続
き森勇介新総務幹事（電気・平元）から平成23年度
事業計画案が、また三浦友史新会計幹事補佐（現教
員）から平成23年度予算案の説明が行われ、拍手を
もって承認され無事終了した。
　懇親会は午後 6 時30分より、同じく「山楽の間」に
て行われた。吉野新会長の挨拶のあと、熊谷信昭大阪
大学元総長・名誉教授、大阪大学同窓会連合会長（通
信・昭28旧）及び宮崎慶次大阪大学名誉教授、大阪科
学技術センター顧問（電気・昭36）からご祝辞を頂戴
した。祝電披露の後、渡辺前会長の音頭で乾杯し、賑
やかな歓談のひとときを持った。最後に北山研一新副
会長（通信・昭49）のご発声のもと万歳三唱を行い、
盛会裡に散会した。
 （藤井彰彦（電子・平 5 ）記）

澪電会だより
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平成23年度　第29回　澪電会見学会
関西電力太陽光／コンバインドサイクル
発電所見学とミニ観光の実施報告

見学担当幹事：藤田尚徳、中井光男、市原賢一、
　　　　　　　服部聡
日　時：平成23年10月31日（月曜日）
 10：00－17：10

見学先：関西電力　堺太陽光発電所
 （堺市西区築港新町4－5）
 関西電力　堺港発電所
 （堺市西区築港新町1－2）
 仁徳天皇陵（堺市堺区大仙町）

　当日は朝10時に南海本線堺駅に集合した後、観光
バスにて関西電力堺港発電所PR館に向かいました。
PR館で関西電力における低炭素化の取り組みに関す
る説明を受けた後、最大出力 1 万kWの堺太陽光発電
所を見学しました。当日は晴天で見学時の発電出力は
6800kWと最大出力の約70％でした。PR館にて昼食
をとり、ガスタービン発電と蒸気タービン発電を複合
した出力40万kW× 5 機の堺港コンバンインドサイク
ル発電所の見学を行いました。ガスタービンを回した
後の高温ガスで蒸気をつくり高効率化（58％）が達成
されています。関西電力の発電施設の見学後、堺市役
所展望ロビーおよび仁徳天皇陵の観光を行いました。
 （藤田尚徳（電気・昭49）記）

平成23年電気系卒業祝賀・謝恩会

　平成23年度電気系卒業祝賀・謝恩会は平成24年 3 月
22日（木）学位授与式当日の午後 6 時から、千里阪急
ホテル・仙寿の間において開催された。卒業生出席者
数248名（情報システム工学科目、情報科学研究科を

除く）にご来賓、電気系職員、澪電会役員の方々をあ
わせて328名の出席者を得た。
　式典の部は森勇介幹事（電気・平元）の司会で進め
られ、最初に澪電会会長・大阪大学名誉教授・島根県
産業技術センター所長の吉野勝美先生（電気・昭39）
から祝辞を戴いた。ついで大阪大学名誉教授の長谷川
晃先生（通信・昭32）、株式会社富士通システム統合
研究所代表取締役社長の前川通様（電気・昭49）のご
両名から来賓の祝辞を戴いた。最後に、電気系教員代
表として、電気電子情報工学専攻長の伊瀬敏史先生
（電気・昭55）から祝辞を戴いた。このあと、各支部
からの祝電の披露があり、パーティーに移った。
　パーティーの部は松田崇弘（通信・平 8 ）の司会で
進められた。まず、朝日放送株式会社代表取締役会
長・澪電会前会長の渡辺克信様（通信・昭42）のご発
声で乾杯し、歓談に移った。宴もたけなわの頃、吉野
会長より工学賞の大宅諒君（先進電磁エネルギーコー
ス）、竹本和史君（情報通信工学コース・通信工学ク
ラス）、大原賢治君（量子電子デバイス工学コース）
へ記念品の授与、部門推薦により崎元謙一君（電気電
子システム工学部門）、西村悟史君（情報通信工学部
門）、隅智亮君（量子電子デバイス工学部門）への景
品授与があった。そのあと、恒例の福引き、お餅つき
が賑やかに行われ、ついで卒業生の代表として先進電
磁エネルギー工学コース・博士前期課程の図子直城君
から教員および澪電会諸先輩への感謝と将来への決意
が述べられた。最後に澪電会副会長・電気電子情報工
学専攻教授の北山研一先生（通信・昭49）の音頭で万
歳三唱し、めでたく、祝賀・謝恩会はお開きとなっ
た。
　ご臨席賜り、祝辞を戴きましたご来賓の方々に厚く
お礼申し上げます。また、ご多用中にもかかわらず、
臨席戴きました電気系職員の方々にもお礼申し上げま
す。澪電会事務局の安井晴子様にはいつもながら献身
的に会の準備にあたっていただき、さらには電気系秘
書の方々、一部の学生諸君には準備・受付業務などを
お手伝い戴きました。これらの方々に心よりお礼申し
上げます。今年も快く記念品、福引きの景品を寄贈戴
きましたNTTコムウェア㈱、NTTスマートコネクト
㈱、㈱NTTドコモ、関西電力㈱、シャープ㈱、住友
電気工業㈱、㈱ダイヘン、㈱東芝、西日本電信電話
㈱、西日本旅客鉄道㈱、日本電気㈱、阪急電鉄㈱、㈱
日立製作所、富士通㈱、三菱電機㈱、ルネサスエレク
トロニクス㈱（社名50音順）の各社様に厚くお礼申し
上げます。
 （松田崇弘（通信・平 8 ）記）

集合写真と堺港発電所
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平成23年澪電会東京支部総会報告

　平成23年澪電会東京支部総会が2011年 6 月24日午後
 6 時よりメルパルク東京にて開催されました。ご来賓
として北山研一副会長、森勇介総務幹事、大阪大学工
業会の笠井良太様、ご講演を頂いた株式会社オウケイ
ウェイヴ代表取締役社長兼元謙任様にご臨席頂きまし
た。基礎工学部、他、電気系以外からのご参加22名を
含め総勢108名の盛会でありました。
　今回は「Q＆Aサイトが世界を変える」というテー
マで兼元謙任様の講演を実施致しました。講演は、今
後Q＆Aサイトがどのようにネット社会を変えるか、
それに向けてのオウケイウェイヴの取り組みを講演頂
きました。人間は周りの情報から無意識に考えを 1 つ
の方向に向けているが、Q＆Aサイトによって質問と
回答を繰り返すことにより、他の方の意見や知識を聞
き、様々な考え・視点を知ることができる。これがQ

＆Aサイトの新しさである、と説明を頂きました。ま
た、兼元謙任様ご自身が起業されるまでの苦労された
経緯をご紹介いただき、聴講者に対して是非日本から
世界への進出の意欲を持っていただきたいと、強いお
言葉を頂戴いたしました。
　続く懇親会では、まず鶴保支部長から震災後の開催
でありながら多数の参加に対しての御礼の挨拶があり
ました。そして、兼元様のお話から、技術だけでなく
感覚や信念が重要である。また、大阪大学からも兼元
様のようにベンチャーとして起業されることを期待す
るとの挨拶がありました。北山研一副会長からは、大
阪大学が今年80周年を向かえ、入学者数が国立大学で
は最多、教授800名という大きな大学になったことを
ご報告いただきました。また、兼元様の話から物の見
方は様々ある、澪電会も単なる同窓会ではなく見方に
よって非常に役に立つ会である、そういった見方をし
て欲しいとご挨拶を頂きました。
　続いて大阪大学工業会東京支部の笠井良太様からは
工業会の近況についてご紹介いただきました。毎年 4 

回大きな会合を開き各回100名程度の参加があり、加
えて、ゴルフコンペ、囲碁の会、スキー同好会といっ
た多彩な活動をしている。他の学科との懇親を深める
良いチャンスであるため是非工業会にも参加いただき
たいとのご挨拶を頂きました。
　更に、森勇介総務幹事からは電気系の近況報告とし
て、人材育成プログラム、産学連携、国際的な人材を
作る活動を実施、また、企業の人間を呼び企業の楽し
さを伝えるといったプログラムを実施していることを
報告頂きました。

　北山研一副会長から乾杯のご発声頂き、多数の参加
の皆様による懇談となり、あちこちで久しぶりに会う
方々の挨拶、笑い、歓声が飛び交う賑やかなものとな
りました。
　会終盤、本年総会幹事会社を代表して中島成氏（住
友電工）から挨拶があった後、次回総会幹事会社を代
表して山元正人氏（NEC）から来年へ向けての力強
い挨拶／万歳三唱をもって総会全予定を盛会裏のうち
に無事終了致しました。
 （南勝也（情報・平10）記）

平成23年度東海支部総会・見学会報告

　澪電会東海支部は、平成23年10月29日（土）、支部
総会、見学会および懇親会を開催しました。ご来賓と
して澪電会会長の吉野勝美先生（電気・昭39）、総務
幹事の森勇介先生（電気・平元）にお出で頂きまし
た。支部からは片山正昭東海支部長（電子・昭56）を
はじめ、昭和35年度卒から平成20年度卒までの27名の
参加者を得て、合計29人の盛会となりました。
　当日は名古屋市科学館入口に集合後、吉野澪電会会
長を初め一部の人は、名古屋市科学館のボランティア
を務めている佐治學先生（電気・昭35）にご案内いた
だき、その他の会員は科学館内において自由に見学を
楽しみました。名古屋市科学館は、2011年 3 月にリ
ニューアルされたものであり、内径約35メートルの
ドームを持つ世界最大のプラネタリウムをはじめ、放
電ラボ、極寒ラボなどいくつかのアトラクションを有
しております。プラネタリウムでは、非常に広々とし
た空間の中、銀河どうしが衝突する映像や本当の星空
と見間違うほどの技術に感動しました。その他、子供
だけなく大人も楽しめる科学に関するありとあらゆる
展示に童心に帰ったような感じがしました。
　次に、総会および懇親会会場である太閤本店・伏見
店に移動しました。片山支部長による開会の御挨拶の
後、吉野澪電会会長から御挨拶を頂戴し、人とのつな
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がりの大切さ、そして澪電会の重要性を再認いたしま
した。議事に入り、山口代表幹事より活動報告および
計画が報告されました。次に、高田会計幹事より提出
された予算案が原案通り承認されました。また、次年
度からの支部長として片山正昭・現東海支部長（電
子・昭56）が再任することが承認され、その場で次年
度の幹事も片山支部長により指名されました。議事終
了後、森勇介総務幹事より、「母校と澪電会のいま」
という題目にてご講演いただきました。内容は、大学
および大学院の入試に始まり、電気系校舎の建て替
え・改修工事など電気系教室の近況などに加え、森先
生の研究や研究者として成功するための取り組みにつ
いてもお話いただきました。
　懇親会では再び吉野澪電会会長による挨拶、そして
森先生の発声で乾杯し、来賓と会員、会員相互で話が
弾み、佐治學先生（電気・昭35）の音頭のもと、万歳
三唱で懇親会を終えました。
　最後に、見学会および懇親会では、朝早くから見学
会の説明等いろいろお世話になりました佐治學先生に
厚く御礼申し上げます。
 （山口　雅史（電子・平 3 ）記）

平成23年度北陸支部総会･見学会報告

　澪電会北陸支部は、11月12日（土）に、第22回支部
総会を若狭湾エネルギー研究センターにて開催し、総
会の後、若狭湾エネルギー研究センターの設備、関西
電力美浜原子力発電所PR館の見学を行いました。本
部からは、吉野勝美会長、森勇介総務幹事をご来賓に
お迎えし、総会は15名の参加となりました。
　当日はJR敦賀駅前に午前11時45分に集合し、貸し
切りバスにて、晩秋としては暖かい気候の中、参加者
全員車窓から見える敦賀市内の景色を楽しみながら、
総会を開催する若狭湾エネルギー研究センターへと向
かいました。若狭湾エネルギー研究センターには、12

時15分に到着し、まず腹ごしらえのため会議室でお弁
当を食しました。そして、午後 1 時から支部総会を開
催いたしました。石徹白支部長の挨拶で始まり、吉野
会長に挨拶いただいた後、平成22年度の事業報告と会
計決算報告を行いました。続いて、平成23年度の事業
計画案、予算案の審議、了承をいただいた後、森勇介
総務幹事から本部報告をいただきました。総会の後、
若狭湾エネルギー研究センターの設備見学、次に貸切
バスにて移動後、関西電力美浜原子力発電所PR館の
見学を行いましたが、予定していた美浜原子力発電所
については、都合により見学できませんでした。

　午後 4 時半に見学会を終了後、丹生にある民宿のか
つみ屋さんに場所を移し、懇親会を開催しました。吉
野会長の乾杯の音頭に始まり、若狭湾の新鮮な食材に
舌鼓を打ちながらの会員相互の近況報告を行うなど、
親睦を深めましたが、あっという間に時間が経ち、無
事に今年度の支部総会の行事を終えることができまし
た。
　今回の懇親会にも北陸支部最長老の中谷先生（元富
山大学教授）が駆けつけてくださり、さらに中谷先生
から「電気・原子力工学の基礎を築いた先覚者ゆかり
の地を訪ねて」と題された高著のプレゼントというサ
プライズがありました。
　来年度以降も、特に若い会員の方々の参加をお願い
いたします。最後に、お世話くださった石徹白支部長
に御礼申し上げます。
 （熊田一雄（基電・昭60）記）

平成23年度澪電会中国支部総会について

　澪電会中国支部では、10月15日（土）、伯方塩業
大三島工場および大山祇神社を見学後、福山ニュー
キャッスルホテルにおいて支部総会を開催しました。
本部から、吉野勝美会長、総務幹事の馬場口登先生を
ご来賓としてお迎えしました。また、中国支部から
は、岩川泰而（電・昭34）、宮崎和彦（電・昭35）、八
十島義行（電・昭40）、白髭修一（電修・昭46）、朝山
修（電・昭48）、米田敏祥（電・昭52）、福島透（基礎
工・昭56）、相木泰治（電・平元）、柚木敏夫（通・平
元）、梶山勝哉（通・平 5 ）、増岡裕樹（通・平11）、
福本直紀（通・平16）、松本俊輔（電・平16）、黒谷
崇史（電・平18）、天野智文（電・平21）、小塩直也
（子・平21）の16名の方にご出席いただき、合計18名
の盛会となりました。
　当日は、JR福山駅に集合後、バスで愛媛県今治市
大三島町にある伯方塩業大三島工場へ移動し、工場内
の製塩工程や屋外の流下式枝条架塩田を見学しまし
た。小雨の降る中ではありましたが、かつて瀬戸内の
風物詩として親しまれた流下式枝条架塩田を見学し、
技術力の向上につながりました。
　次に、伯方塩業大三島工場からバスで10分程度のと
ころにある大山祇神社を参拝し、宝物館を拝観しまし
た。同神社は、海や山の神として古くから朝廷や武家
の信仰を集めていたことから、国宝・重要文化財指定
の武具・甲冑のうち約 8 割が収蔵・展示されており、
観光ボランティアの方に古い言い伝えや写真等を交え
て懇切丁寧にご案内いただきました。
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　休日にもかかわらずご案内いただいた伯方塩業大三
島工場および観光ボランティアの方には、この場を借
りて厚く御礼申しあげます。
　見学会終了後、バスで福山駅付近に位置する福山
ニューキャッスルホテルへ移動し、支部総会を開催し
ました。総会では、吉野会長からご挨拶をいただくと
ともに、馬場口登先生から電気系建物の建替等、母校
の近況についてご紹介いただきました。
　総会後の懇親会では、一人ずつ自己紹介と近況報告
を行うことができ、短い時間ではありましたが、和気
あいあいと有意義な時間を過ごし、来年度の再会を期
して散会となりました。
　今年度も、初めてご出席いただいた方に多数ご出席
をいただき、盛会とすることができました。ご多忙の
中、ご出席いただきました皆様方に感謝申し上げま
す。来年度も同時期に開催する予定ですので、多数ご
出席下さいますようお願い申し上げます。
 （増岡裕樹（通・平11）記）

平成23年度　澪電会四国支部総会　議事録

　四国支部では、平成23年11月26日（土）に、総会・
懇親会を香川県高松市で開催いたしました。昨年11月
に続き、6 年連続での開催でした。
　当日は、晴天に恵まれ、本部より吉野勝美会長、中
井光男幹事を御来賓としてお迎えし、四国支部からは
坂入修二支部長をはじめ15名の参加者を得ることがで
きました。
　会場である高松市内のホテルに集合後、総会を行い
ました。総会では、山間の司会で、坂入支部長の挨拶
から始まり、吉野会長からのご挨拶、中井幹事からの
母校近況報告を頂きました。
　坂入支部長からは、参加頂いたご来賓や支部会員へ
のお礼や、東日本大震災以降の厳しい状況だからこ
そ、今後とも支部活動を活性化していきたいという抱
負。吉野会長からは、澪電会本部の近況と母校をサ
ポートする体制づくりのお願い。中井幹事からは、母
校の学科や研究室などの組織や活動状況、かつて学ん
だ電気系建物の耐震補強工事の実施状況やレーザーエ
ネルギー学研究センターの近況とレーザー核融合の動
向などを伺うことができました。
　引き続き議案審議に移り、山間より平成22年度の決
算、平成23年度の活動計画や予算等の議案を提案し、
全会一致で承認され、総会は無事に終了いたしまし
た。
　総会終了後に今年度は講演会を開催し、吉野会長か

ら『科学技術、とりわけ電気系を取り巻く状況変化を
考える』と題したご講演を頂きました。ご講演では島
根産業技術センターの紹介から始まり、エレクトロニ
クス産業の発展や都市部と地方の比較、大阪大学出身
者の社会貢献、日本の学校教育など昨今の電気系を取
り巻く環境を中心に多岐にわたる内容をわかりやす
く、笑いを交えて、ご講演いただき、出席者一同、夢
中で聞き入り、あっという間に講演時間が過ぎてしま
いました。
　講演会の後、懇親会に移り、山下一彦元支部長の乾
杯の音頭により、懇談に入りました。頃合いを見計ら
い、参加者による自己紹介と近況報告を行いました。
皆さんお話好きの方ばかりで、例年にもれず全員が話
し終わるころには、終了予定時刻となり、尾田牧弘幹
事の音頭で万歳三唱を行い、お開きとなりました。
ご多忙の中、ご出席いただきました皆様方に感謝し、
御礼申し上げます。
 （山間昭典（電・昭63、電修・平 2 ））

平成23年度澪電会九州支部総会報告

　澪電会九州支部では、支部総会および懇親会を10月
22日（土）・23日（日）に開催いたしました。本部よ
り会長の吉野勝美先生、総務幹事補佐の藤井彰彦先生
にご出席賜りました。
　九州支部からは河村寿三（気・昭29）、田中祀捷
（気・昭37）、金藤敬一（気・昭46）、高木精志（気・
昭48M）、三谷康範（気・昭56）、服部励治（気・昭
61）、吉水清文（気・昭62）、中村健一（気・昭63）、
藤村高志（通・平元）、金尾忠（気・平 2 ）、小杉成史
（気・平 5 ）、田口彰（気・平 7 ）、渡邊政幸（気・平
13）、橋口卓平（気・平17D）が出席しました。
　今年度は九州新幹線の全線開業を記念して熊本で開
催しました。球磨川沿いに美しい町並みを残す城下町
人吉を訪ね、支部総会および懇親会を創業180年と歴
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史のある鍋屋本館において執り行いました。総会では
金藤支部長からのご挨拶のあと、支部事業ならびに会
計報告を行い、原案どおり承認されました。その後、
本部からお越しの吉野会長からご挨拶を賜りました。
続いて、藤井先生からは母校と澪電会本部の近況をご
報告いただき、E3棟の改修など電気系の今をうかが
い知ることができました。懇親会では、恒例となりま
したが金藤支部長から参加者一人ずつにお手製の焼き
ものが贈呈され、早速名産の球磨焼酎を楽しんでおり
ました。短いひとときでしたが、各参加者から自己紹
介と近況報告を行いつつ、話題のつきない中で楽しい
時間を過ごすことができました。
　翌23日には、日本三大急流の一つ球磨川を木造の舟
で進む球磨川下り（清流）を愉しみました。誠に残念
ながら吉野先生と藤井先生にはご都合が合わずにご参
加いただくことがかないませんでしたが、当日は天候
に恵まれ、ヤマセミなど多数の野鳥が舞うなか、船頭
さんのお話に耳を傾けつつ、ところどころ流れの激し
い瀬を通過するスリルを味わいながら自然の美しさを
満喫でき、時間が短く感じられるほどでした。途中、

宿泊した鍋屋本館の前を通り過ぎる際に、旅館のかた
が旗を振りながらお見送りをいただいたのには大変感
動しました。
　ご多忙の中、ご出席くださいました皆様方に感謝申
し上げます。この輪を拡げるべく、九州地区にお知り
合いの会員がおられましたら是非ともお声掛けくださ
い。今後とも会員皆様のご参加とご協力を切にお願い
申し上げます。
 （渡邊政幸（電気・平13）記）

澪電会と大阪大学工業会について

　澪電会事務局へのお問い合わせ事項で目立ちますのは、「終身会員であるのに会費の請求をしてきた」とい
うことです。これは、大阪大学工業会と澪電会とを混同しておられるためと思われますので、工業会と澪電会
との関係について簡単にご説明いたします。
　大阪大学工学部（その前身校を含む）には、学部全体の同窓会「大阪大学工業会」と学科または系の同窓会
（例えば電気系学科であれば「澪電会」）があります。従って、澪電会の会員のうちほとんど全ての方は同時
に大阪大学工業会の会員なのです。すなわち、会員構成の面では澪電会は工業会の下部組織といえます。
　ところが、工業会と澪電会とは財政的には全く独立しておりまして、それぞれが独自に会費制度を設けてお
ります。従いまして、工業会会費を既にお支払いになった方、あるいは工業会の終身会員の方からも、澪電会
会費（年会費一律4，000円）を頂戴しております。また、澪電会では終身会員制は設けず、毎年会費をお納め
いただいております。
　会報や名簿の発行などを含め、澪電会の活動は全て会員各位からの会費に依存しております。澪電会の健全
財政のため、今後とも会費納入につきましてよろしくご協力のほどお願い申し上げます。
　なお、勤務先、住所の変更などに関しましては工業会とは別途に、澪電会にもお知らせくださいますよう切
にお願い申し上げます。
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（電気工学科・電気工学科目・電気工学専攻）
学部 修士

昭和12年  落合　岩男
16年  高田　源次
20年  樋口　正樹
22年  山下　義美
23年  山中千代衛
24年  甲佐　史郎
25年  辻　　良夫
26年  近藤　道治
27年  木本　保夫
28年旧  藤井　克彦
28年新 30年 辻　　三郎
29年 31年 升田　公三
31年 33年 寺崎　泰彦
32年 34年 大川進一郎
33年 35年 鈴木　　胖
34年 36年 白藤　純嗣
35年 37年 松浦　虔士
36年 38年 濱口　智尋
37年 39年 黒田　英三
38年 40年 山中　龍彦
39年 41年 武藤　成生
40年 42年 赤澤　堅造
41年 43年 辻　毅一郎
42年 44年 佐々木孝友
43年 45年 朴　　炳植
44年 46年 谷内田正彦
45年 47年 織田　守昭
46年 48年 土師　總一
47年 49年 大森　　裕
48年 50年 原　　　格
49年 51年 田中　和夫
50年 52年 伊藤　利道
51年 53年 木村　紀之
52年 54年 山本　正純
53年 55年 阪部　周二
54年 56年 白神　宏之
55年 57年 伊瀬　敏史
56年 58年 三谷　康範
57年 59年 裏　　升吾
58年 60年 尾崎　雅則

59年 61年 江川　泰弘
60年 62年 秋葉　龍郎
61年 63年 服部　励治
62年 平成元年 佐伯　　修
63年 2 年 藤井　龍彦

平成元年 3 年 森　　勇介
 2 年 4 年 仙井　浩史
 3 年 5 年 舟木　　剛
 4 年 6 年 岩井　　真
 5 年 7 年 藤田　和久
 6 年 8 年 板垣　鉄平
 7 年 9 年 川瀬　博基
 8 年 10年 斎藤　貴光
 9 年 11年 中島　弘朋
10年 12年 矢野　雅一
11年 13年 緒方　晋也
12年 14年 山下　勝則
13年 15年 小谷　研太
14年 16年 犬伏　雄一
15年 17年 小島　鉄也
16年 18年 坂本　雅樹
17年  村井　良多
18年  吉田　　央
19年  大曲　祐子

（通信工学科・通信工学科目・通信工学専攻）
学部 修士

昭和18年  藤澤　和男
19年  黒田　一之
20年  滑川　敏彦
21年  来住　　徹
25年  竹内　信雄
26年  長岡　崇雄
28年旧  福井　淳一
28年新 30年 末田　　正
29年 31年 由利　宏二
30年 32年 倉橋浩一郎
31年 33年 栗岡　　豊
32年 34年 長谷川利治
33年 35年 宮道　　繁
34年 36年 樹下　行三
35年 37年 西原　　浩

クラス委員
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36年 38年 野村　康雄
37年 39年 真田　英彦
38年 40年 中西　　暉
39年 41年 塩澤　俊之
40年 42年 藤岡　　弘
42年 44年 宮原　秀夫
43年 45年 玉川　允敏
44年 46年 池田　雅夫
45年 47年 中野　秀男
46年 48年 里村　　裕
47年 49年 森下　克己
48年 50年 河崎善一郎
49年 51年 北山　研一
50年 52年 樺澤　　哲
51年 53年 鬼頭　淳悟
52年 54年 井上　　健
53年 55年 中野　幸男
54年 56年 馬場口　登
55年 57年 秦　　淑彦
56年 58年 片山　正昭
57年 59年 榎原　博之
58年 60年 山本　　幹
59年 61年 平　　雅文
60年 62年 原　　晋介
61年 63年 大川　剛直
62年 平成元年 荒木　範行
63年 2 年 戸出　英樹

平成元年 3 年 堀井　康史
 2 年 4 年 松田　洋一
 3 年 5 年 畑　　真司
 4 年 6 年 上田　哲也
 5 年 7 年 安部田貞行
 6 年 8 年 村上　智己
 7 年 9 年 池田　武弘
 8 年 10年 加藤　　真
 9 年 11年 菅原　弘人
10年 12年 中西　淳平
11年 13年 門田　行広
12年 14年 新熊　亮一
13年 15年 東野　武史
14年 16年 村越　昭彦
15年 17年 藤本　正樹
16年 18年 木下　幸裕
17年  山本　勇樹
18年  森岡　康史
19年  工藤　隆則

（電子工学科・電子工学科目・電子工学専攻）
学部 修士

昭和37年 39年 蒲生　健次
38年 40年 白川　　功
39年 41年 尾浦憲治郎
40年 42年 吉岡　信夫
41年 43年 鷹岡　昭夫
42年 44年 打田　良平
43年 45年 春名　正光
44年 46年 藤原　秀雄
45年 47年 杉本　哲夫
46年 48年 谷口　研二
47年 49年 千葉　　徹
48年 50年 栖原　敏明
49年 51年 村上　敬一
50年 52年 山田　伸一
51年 53年 西川　博昭
52年 54年 中前　幸治
53年 55年 岡田　満哉
54年 56年 薮内　康文
55年 57年 太田　快人
56年 58年 出口　　弘
57年 59年 河合　利幸
58年 60年 森　　俊彦
59年 61年 正田　博司
60年 62年 綿森　道夫
61年 63年 森　　伸也
62年 平成元年 重弘　裕二
63年 2 年 藤村　昌寿

平成元年 3 年 野口　栄治
 2 年 4 年 赤坐　正樹
 3 年 5 年 上野　隆範
 4 年 6 年 三浦　克介
 5 年 7 年 藤井　彰彦
 6 年 8 年 上向井正裕
 7 年 9 年 上野　弘明
 8 年 10年 梶井　博武
 9 年 11年 野田　研二
10年 12年 島田　尚住
11年 13年 藤澤　猛史
12年 14年 大竹隆太郎
13年 15年 小野　俊明
14年 16年 三上　真範
15年 17年 樋渡　伸二
16年 18年 松久　裕子
17年  尾島　正禎
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18年  六車　　充
19年  田村　　悠

（情報システム工学科、情報システム工学科目、
情報通信工学科目・情報システム工学クラス、

 情報科学研究科）
学部 修士

平成 5 年 7 年 一階　良知
 6 年 8 年 安部　敬一
 7 年 9 年 原　　隆浩
 8 年 10年 池内　智哉
 9 年 11年 相坂　一樹
10年 12年 密山　幸男
11年 13年 中尾　太郎
12年 14年 工藤　祐介
13年 15年 兼田　佳和
14年 16年 義久　智樹
15年 17年 庄島　大基
16年 18年 渡辺　賢治
17年 19年 野里　良裕
18年 20年 村尾　和哉
19年 21年 高島　真彦
20年 22年 尾崎　麻耶
21年 23年 中川　将史
22年 24年 山崎　公敬

（電気電子工学科目・システム制御電力コース、
　電気電子情報エネルギー工学専攻・
 システム制御電力工学コース）
学部 修士

 平成20年 吉田　　央
 21年 大曲　祐子

平成20年 22年 大道　哲二
21年 23年 三宅　翔太
22年 24年 赤尾　雅嗣

（電気電子工学科目・先進電磁エネルギーコース、
　電気電子情報工学専攻・
 先進電磁エネルギー工学コース）
学部 修士

 平成20年 馬場　政志
 21年 畠山　幹生
 22年 遠藤　　恭
 23年 田中　聡一
 24年 横山　尚也

（情報通信工学科目・通信工学クラス、
 電気電子情報工学専攻・情報通信工学部門）
学部 修士

 平成19年 山本　勇樹
 20年 森岡　康史
 21年 工藤　隆則

平成20年 22年 木村　共孝
21年 23年 十河　泰弘
22年 24年 西村　悟史

（電気電子工学科目・量子電子デバイスコース、
　電気電子情報工学専攻・
 量子電子デバイス工学部門）
学部 修士

 平成19年 尾島　正禎・村井　良多
 20年 六車　　充
 21年 田村　　悠

平成20年 22年 堀　　哲郎
21年 23年 小川　康宏
22年 24年 石川　裕之

クラス委員の変更等ございましたら、事務局まで随時
ご連絡下さるようお願いいたします。

個人情報変更・情報提供のお願い

　ご住所・ご勤務先などが変更になられた方は、事務局まで随時ご連絡くださるようお願いいた
します。変更のご連絡は同封いたしました総会の出欠届、平成19年12月に発行いたしました「澪
電会会員名簿」に綴じ込みの「訂正カード」、またはファックス、電子メールでも結構です。ま
た、澪電会ホームページ（http://www.reidenkai.jp/）の「個人情報の修正」からも変更が可能
です。
　会員の受賞の情報、同窓会の開催記事などがございましたら、併せて事務局までお知らせくだ
さい。出来る限り、本会誌に掲載させていただきます。
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澪電会　会則

会　則

第 1 条 本会は澪電会と称する。
第 2 条 本会は事務局を大阪大学大学院工学研究科電気系
内に置く。

第 3 条 本会は会員の親睦を図り、学術の発展および科学
技術に関する知識の啓発に寄与することを目的とし、
そのため適宜必要な事業を行う。

第 4 条 本会の会員はつぎのとおりとする。
(1）正会員
イ． 大阪大学工学部、工学研究科および情報科学研
究科ならびにその前身である学校の電気系卒業生。
ロ． 大阪大学工学部および工学研究科の電気系現教
員。
ハ． 大阪大学工学部電気系教官および教員の主査の
もとで学位を得た者で、本会に入会を希望する者。
ニ． 特に本会に縁故があり、役員会の承認を得た者。
(2）特別会員
正会員以外で大阪大学工学部電気系の教授、助教
授、准教授および講師であった者ならびに特にこの
会に縁故のある者。
(3）学生会員
大阪大学工学部、工学研究科および情報科学研究科
の電気系学生。
(4）賛助会員
本会の活動を援助する法人または個人。

第 5 条 本会に次の役員、委員を置く。
会長　 1 名
副会長、幹事、クラス委員

第 6 条 会長は総会の議を経て選出する。副会長、幹事に
ついては会長が指名し、総会で承認を得る。クラス委
員については別表に従って卒業・修了年別に選出する。

第 7 条 会長は本会の会務を総括し、本会を代表する。副
会長は会長を補佐する。

第 8 条 会長、副会長、幹事は役員会を組織し、会務を処
理する。クラス委員はクラスを代表し、本会に関する
重要事項の相談にあずかる。

第 9 条 役員会の推薦により、本会に顧問を置くことがで
きる。

第10条 役員の任期は 2 年とする。ただし重任はさまたげ
ない。

第11条 定例総会は年 1 回開催する。臨時総会は必要に応
じて開催する。定例総会では事業報告、会計報告およ
び役員改選その他の議事を行う。

第12条 本会の事業年度、会計年度は毎年 6 月 1 日に始ま
り、翌年 5 月31日に終る。

第13条 正会員は別に定めた規定により、会費を毎年 7 月
末日までに納入しなければならない。

第14条 本会は必要に応じて支部を置くことができる。
第15条 本会則の変更は総会の議決を経て行う。

細　則

・会費は年額4,000円とする。（平成 7 年度より実施）
・大学学部卒業時から53年を経過した会員は、会費の納入
を要しない。

 別表
クラス委員選出単位
卒 業 年 学　　　　　部

平成11年以前
電気工学科、通信工学科、電子工学科、情
報システム工学科の各学科卒業生から 1 委
員／年

平成12年
 ～平成21年

電子情報エネルギー工学科電気工学科目、
通信工学科目、電子工学科目、情報システ
ム工学科目の各学科目卒業生から 1 委員／
年

平成22年以降

電子情報工学科システム・制御・電力コー
ス、先進電磁エネルギーコース、量子電子
デバイスコースの各コース卒業生から 1 委
員／年、及び、情報通信工学コース・通信
工学クラス、情報通信工学コース・情報シ
ステム工学クラスの各クラス卒業生から 1 
委員／年

修 了 年 大　 学 　院

平成15年以前

電気工学専攻、通信工学専攻、電子工学専
攻、情報システム工学専攻、電磁エネル
ギー専攻、電子情報エネルギー工学専攻
の 6 専攻修了者から 4 委員／年

平成16年
 ～平成18年

電気工学専攻、通信工学専攻、電子工学専
攻、電子情報エネルギー工学専攻の 4 専攻
修了者から 3 委員／年、及び、情報科学研
究科（電気系 8 講座）修了者から 1 委員／
年

平成19年以降

電気電子情報工学専攻システム・制御・電
力工学コース、先進電磁エネルギー工学
コース、情報通信工学コース、量子電子デ
バイス工学コースの各コース修了者から 1 
委員／年、及び、情報科学研究科（電気
系 8 講座）修了者から 1 委員／年

注）学部のクラス委員は、関連する大学院のクラス委員を
兼任する。
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澪電会　プライバシーポリシー

澪電会では、会員の皆様から事業推進に際して必要最小限の個人情報をご提供頂き、同窓会活動に利用して参りま
した。会員の皆様の個人情報の取り扱いにつきまして下記の通りご案内致します。会員の皆様のご理解・ご協力を
賜りますようお願い申し上げます。

 1 ．保有する会員の個人情報と個人情報収集方法、利用目的
澪電会（各支部を含む）（以下、本会と称する）が運営上取得した下記の情報を個人情報として取り扱います。
氏名、会員番号、卒業（修了）学部・学科・学科目・研究科・専攻・コース・研究室、卒業（修了）年度、
自宅連絡先（住所、電話／FAX番号、電子メールアドレス）、勤務先（勤務先名称、住所、所属部署、役
職、電話／FAX番号、電子メールアドレス）等
また本会では、その会則に示す目的のとおり、「会員の親睦を図り、学術の発展および科学技術に関する知識
の啓発に寄与することを目的とし、そのため適宜必要な事業を行う」こととして、会員個人情報を以下に示す
事業において利用します。
① 本会会員名簿の整備および発行。
② 本会および本会会員が主催する事業で本会の目的に適ったもの（総会、見学会、同窓会等）の案内およ
びそれにかかる連絡事項の送付。

③ 会報等（電子媒体によるものを含み、本会活動目的に適うものに限る）の配布。
④ 会費および寄付金の収受管理、会費徴収に関わる事務、案内。
⑤ 大阪大学が行う教育・研究の発展に寄与すると判断される大阪大学主催事業の案内送付。

 2 ．個人情報の管理と第三者への開示と提供
(1) 本会が収集した個人情報については、本会により適正に管理を行い、常に個人情報の保護に努めます。
(2) 本会は、前項①～⑤に示す事業推進において、本会から事業委託された業者等が対応することが適切と
判断される場合には、業者等に対して必要最小限の個人情報を開示ならびに提供することがあります。
また、大阪大学ならびに大阪大学同窓会連合会等同窓会組織の主催事業で、その利用目的から個人情報
の提供が適切と判断される場合には、大阪大学ならびに大阪大学同窓会連合会等同窓会組織に対して必
要最小限の個人情報を提供することがあります。なお、個人情報の開示もしくは提供を望まない場合
は、本会まで届け出て下さい。届け出のない場合は、原則として「開示可・提供可」として取り扱わせ
て頂きます。

(3) 本会から提供する個人情報は紙媒体もしくは電子媒体によるものとします。
(4) 上記(2)および次の場合を除き、あらかじめ会員本人の事前の同意がない限り、個人情報を第三者へ開
示ならびに提供致しません。
●  法令に基づく場合
●  人の生命、身体又は財産の保護のために必要がある場合であって、本人の同意を得ることが困難で

あるとき。
●  公衆衛生の向上又は児童の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であって、本人の同意を

得ることが困難であるとき。
●  国の機関若しくは地方公共団体又はその委託を受けた者が法令の定める事務を遂行することに対し

て協力する必要がある場合であって、本人の同意を得ることにより当該事務の遂行に支障を及ぼす
おそれがあるとき。

 3 ．開示・訂正・利用停止請求
本会は、会員から会員本人の個人情報に関する開示請求の申し出があった場合は、当該本人と確認したうえ
で、その情報の開示を行います。また、内容が正確でないなどの申し出があった際には、その内容を確認の
上、必要に応じて個人情報の追加、変更、訂正または利用停止を行います。

 4 ．澪電会に関する個人情報のお問い合わせ・ご依頼先
〒565-0871　吹田市山田丘2-1
大阪大学　大学院工学研究科　電気系内　澪電会事務局
電話　06-6879-7789　　FAX　06-6879-7774　　E-mail　reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp



総会講演会

懇親会

見学会



平成23年度　卒業祝賀会・謝恩会



澪電会ホームページのご案内

　澪電会では、会員の皆様への情報発信の為、ホームページを公開・運用しています。

http://www.reidenkai.jp/

　また、澪電会ホームページでは、平成21年 6 月より、会員専用ページを設け、SNS（Social Network Service）
としての機能を提供しております。各種の掲示板の他、会員の皆様にのみお届けする情報を掲載しています。今
後、皆様からのご意見を取り入れ、さまざまな機能を持った、会員間相互の情報交換の場に育てて行きたいと存じ
ます。会員専用ページへのアクセスには、IDおよびパスワードが必要です。澪電会ホームページの「会員専用」
ボタンをクリックして頂きますと、ID、パスワードを入力する画面が表示されますので、下記ID、パスワードを
ご入力ください。

ID： reidenkai
パスワード： handai-denkikei

　ID、パスワードが分からなくなった場合には、メール等にて、事務局までお問い合わせください。
 （木下和彦（情報システム・平 8 ）記）



発行　澪電会
〒565-0871　吹田市山田丘2-1

大阪大学大学院工学研究科電気系内

電　　　話：06-6879-7789（ダイヤルイン）

ファックス：06-6879-7774

電子メール：reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp

編　集　後　記

　会報澪電No.33をお届けいたします。電気系建物

改修は平成21年度から始まりましたが、平成21年度

のE1棟の改修、平成22年度のE2棟、E5棟の改修お

よびE6-E棟の新築に続き、平成24年 3月にいよい

よE3棟の改修が修了いたしました。心機一転、

我々幹事一同もますます頑張っていきたいと思いま

すのでよろしくお願い申し上げます。また、電気系

教室卒業生の皆様におかれましては、何かの機会に

是非一度母校にお立ち寄りいただき、完成された建

物の様子をご覧頂けましたら幸いです。

　最後になりますが、ご多忙中にも関わらず、本誌

記事の執筆に快くご同意下さいました執筆者の皆

様、ならびに編集にご協力下さいました皆様に、心

より感謝の意を表します。

（編集幹事：木下和彦、松田崇弘、

三浦友史、藤井彰彦）


